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は
じ
め
に

　

経
典
中
の
器
物
や
動
植
物
の
名
に
つ
い
て
考
証
す
る
学
問
を
名
物
学
と

い
う
。
名
と
は
、
物
事
を
表
す
最
も
基
本
的
な
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
、

時
代
や
地
域
が
異
な
れ
ば
、
同
一
の
物
を
別
の
名
で
呼
び
、
別
物
を
同
じ

名
前
で
呼
ぶ
な
ど
の
齟
齬
が
生
じ
、
実
物
と
名
称
が
か
け
離
れ
て
い
く
こ

と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
名
前
と
物
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
学

問
が
起
こ
っ
た
。

　

そ
の
発
生
と
展
開
に
つ
い
て
は
、
青
木
正
児
が
「
名
物
学
序
説
」
で
概

述
し
て
い
る（

１
）。
青
木
に
よ
れ
ば
、
文
献
上
も
っ
と
も
早
く
「
名
物
」
の
語

が
現
れ
る
の
は
『
周
礼
』
で
あ
る
が
、
秦
漢
の
『
詩
経
』
研
究
の
中
で
始

ま
っ
た
と
推
測
し
て
い
る（
２
）。

本
稿
で
は
中
国
に
お
け
る
『
詩
経
』
名
物
学

の
先
駆
け
で
あ
る
陸
璣
の
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
二
巻
（
以
下
、『
陸

疏
』）
と
、
日
本
に
お
け
る
『
詩
経
』
名
物
学
の
展
開
に
つ
い
て
、
東
北

大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
本
と
そ
の
書
入
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

一
、『
詩
経
』
と
中
国
の
名
物
学

　

ま
ず
、
中
国
に
お
け
る
『
詩
経
』
の
名
物
書
と
名
物
学
の
展
開
に
つ
い

て
確
認
す
る
。

日
本
に
お
け
る
詩
経
名
物
学
と
『
詩
経
名
物
弁
解
』

─
狩
野
文
庫
本
『
毛
詩
艸
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
の
書
入
か
ら

矢
島　

明
希
子
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（
一
）
中
国
の
詩
経
名
物
書

　

数
多
あ
る
『
詩
経
』
の
注
釈
の
う
ち
、
名
物
に
特
化
し
た
注
釈
書
で
最

も
早
い
も
の
に
、『
陸
疏
』
が
あ
る
。
成
立
年
代
は
三
国
時
代
と
さ
れ
、『
隋

書
』
経
籍
志
に
名
が
見
え
る
。『
陸
疏
』
は
『
毛
詩
正
義
』（
以
下
、『
正
義
』）

を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
『
詩
経
』
の
注
釈
書
に
引
用
さ
れ
、
継
承

さ
れ
た
。
し
か
し
原
本
は
明
初
に
ま
っ
た
く
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
く
、

現
行
本
は
明
末
以
降
の
佚
集
本
で
あ
り
、『
陸
疏
』
の
編
纂
に
関
す
る
資

料
は
遺
さ
れ
て
い
な
い（

３
）。

　

内
容
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
る
。

　

方
秉
蕑
兮

蕑
即
蘭
、
香
草
也
。
春
秋
傳
曰
「
刈
蘭
而
卒
」、
楚
辭
云
「
紉
秋
蘭

以
爲
佩
」、
孔
子
曰
「
蘭
當
爲
王
者
香
草
」、
皆
是
也
。
其
莖
葉
似
藥

草
澤
蘭
、
廣
而
長
節
、
節
中
赤
、
高
四
五
尺
。
漢
諸
池
苑
及
許
昌
宮

中
皆
種
之
。
可
著
粉
中
、
故
天
子
賜
侯
茝
蘭
、
藏
衣
著
書
中
辟
白

魚（
４
）。

　

ま
ず
詩
句
を
挙
げ
て
篇
題
と
し
、
そ
こ
に
現
れ
る
動
植
物
の
別
名
・
性

質
・
形
状
・
用
途
・
他
書
の
用
例
な
ど
を
記
し
て
お
り
、
博
物
学
的
な
要

素
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
。

　

そ
の
後
、
現
在
ま
で
ま
と
ま
っ
た
形
で
伝
わ
る
『
詩
経
』
名
物
書
は
宋
・

蔡
卞
『
毛
詩
名
物
解
』
二
十
巻
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

５
）。
宋
代
の

新
し
い
学
問
の
風
は
『
詩
経
』
の
名
物
研
究
に
も
新
た
な
動
き
を
引
き
起

こ
し
た
。
代
表
的
な
著
作
を
挙
げ
れ
ば
、
元
代
に
は
許
謙
『
詩
集
伝
名
物

鈔
』
八
巻
が
あ
り
、
明
代
に
は
馮
復
京
が
『
六
家
詩
名
物
疏
』
五
十
四
巻

と
し
て
陸
疏
・
鄭
樵
・
蔡
卞
な
ど
先
人
の
書
物
を
比
較
・
考
証
し
た
著
作

を
編
纂
し
、
林
兆
珂
『
毛
詩
多
識
編
』
七
巻
や
、
呉
雨
『
毛
詩
鳥
獣
草
木

考
』
二
十
巻
な
ど
が
編
ま
れ
た
。
中
で
も
、
毛
晋
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚

疏
広
要
』
は
本
草
書
や
史
書
な
ど
多
分
野
の
書
物
を
参
照
し
て
『
陸
疏
』

に
考
証
を
加
え
、
よ
り
博
物
学
的
な
様
相
を
具
え
て
い
く
。
清
代
に
な
る

と
、
考
証
学
の
発
展
と
と
も
に
毛
奇
齢
『
続
詩
伝
鳥
名
』
三
巻
、
姚
炳
『
詩

識
名
解
』、
陳
大
章
『
詩
伝
名
物
集
覧
』
十
二
巻
、
ま
た
図
入
り
の
徐
鼎

『
毛
詩
名
物
図
説
』
九
巻
な
ど
多
く
の
書
物
が
世
に
出
た
。

（
二
）
な
ぜ
『
詩
経
』
の
草
木
鳥
獣
を
学
ぶ
の
か

　
『
論
語
』
陽
貨
編
で
孔
子
は
『
詩
経
』
を
学
ぶ
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。
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子
曰
、小
子
、何
莫
學
夫
『
詩
』。『
詩
』、可
以
興
、可
以
觀
、可
以
羣
、

可
以
怨
。
邇
之
事
父
、
遠
之
事
君
、
多
識
於
鳥
獸
草
木
之
名
。

　

す
な
わ
ち
『
詩
』
を
学
ぶ
こ
と
は
、
詠
ま
れ
た
物
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
比

喩
を
感
じ
取
る
こ
と
、
世
の
盛
衰
を
見
極
め
る
こ
と
、
社
会
生
活
を
送
る

こ
と
、
悪
政
を
諷
刺
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
っ
て
近
き
は
父
に
仕

え
遠
き
は
君
主
に
仕
え
、
さ
ら
に
草
木
鳥
獣
の
名
に
つ
い
て
多
く
の
知
識

を
得
る
と
述
べ
る
。
最
後
の
「
多
識
於
鳥
獸
草
木
之
名
」
と
は
、
た
だ
名

を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
詩
の
興
（
比
喩
）
を
理
解

す
る
た
め
に
そ
の
鳥
獣
草
木
の
性
質
を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら

ず
、
従
っ
て
多
識
で
あ
る
こ
と
が
重
ん
じ
ら
れ
た
。

　

こ
の
一
文
が
後
の
訓
詁
学
・
名
物
学
の
発
展
を
後
押
し
し
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。
例
え
ば
、
現
存
最
古
の
訓
詁
の
書
で
あ
る
『
爾
雅
』
に

つ
い
て
、
晋
・
郭
璞
は
序
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

夫
爾
雅
者
、
所
以
通
詁
訓
之
指
歸
、
敘
詩
人
之
興
詠
、
揔
絕
代
之
離

詞
、
辯
同
實
而
殊
號
者
也
。
誠
九
流
之
津
涉
、
六
藝
之
鈐
鍵
、
學
覽

者
之
潭
奧
、
摛
翰
者
之
華
苑
也
。
若
乃
可
以
博
物
不
惑
、
多
識
於
鳥

獸
草
木
之
名
者
、
莫
近
於
爾
雅
。

　

ま
ず
、『
爾
雅
』
が
詩
の
言
葉
を
集
め
、
古
代
の
言
葉
の
意
味
を
弁
別

し
た
書
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
れ
こ
そ
が
あ
ら
ゆ
る
学
問
に
通
じ
る
鍵
で
あ

る
と
い
う
。
そ
し
て
、
博
物
に
精
通
し
草
木
鳥
獣
の
名
に
つ
い
て
「
多
識
」

で
あ
る
た
め
に
は
『
爾
雅
』
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
す
る
。
こ
こ
で
郭
璞

が
ま
ず
詩
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
爾
雅
』
は
『
詩
経
』
の
研

究
か
ら
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、『
詩
経
』
に
用
い
ら
れ
る
言
葉

や
事
物
を
知
る
た
め
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る（

６
）。

　

郭
璞
が
生
き
た
魏
晋
南
北
朝
の
文
学
界
に
お
い
て
、
博
学
多
識
で
あ
る

こ
と
は
賞
賛
の
対
象
で
あ
っ
た
。
万枋
尾
武
は
、
ま
さ
に
博
学
多
識
の
た
め

の
書
で
あ
る
類
書
の
歴
史
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
梁
の
武
帝
と
沈
約
が
栗

に
関
す
る
知
識
の
多
寡
を
競
っ
た
例
を
挙
げ
、
こ
う
し
た
風
潮
が
類
書
を

生
み
出
す
基
盤
と
な
っ
た
と
述
べ
る（

７
）。
郭
璞
か
ら
や
や
遡
る
が
、『
三
国
志
』

魏
書
・
王
粛
列
伝
注
に
、
魏
の
儒
者
・
隗
禧
が
学
問
に
つ
い
て
問
わ
れ
、

欲
知
幽
微
莫
若
易
、
人
倫
之
紀
莫
若
禮
、
多
識
山
川
草
木
之
名
莫
若

詩
。

と
答
え
た
と
い
う
逸
話
が
見
え
る
。『
論
語
』
を
踏
ま
え
て
の
言
で
あ
ろ
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う
が
、
や
は
り
多
識
の
泉
源
は
『
詩
経
』
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

（
三
）
名
物
学
と
詩
の
解
釈

　

学
者
た
ち
は
詩
の
動
植
物
が
何
ら
か
の
諷
刺
や
道
徳
の
喩
え
（
興
）
で

あ
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
古
の
名
前
が
今
の
何
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う

な
性
質
を
持
ち
、
何
を
喩
え
て
い
る
の
か
、
何
百
年
と
隔
た
っ
た
後
世
で

は
し
ば
し
ば
解
釈
に
齟
齬
が
生
じ
る
。
そ
し
て
、
名
物
の
解
釈
が
異
な
れ

ば
、
詩
の
読
み
方
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

名
物
訓
詁
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
加
納
喜
光
が
自
ら
の
『
詩
経
』
翻
訳

の
経
験
か
ら
召
南
《
鵲
巣
》「
維
鵲
有
巢
、
維
鳩
居
之
」
を
例
に
次
の
よ

う
に
述
べ
る
（
以
下
、
引
用
以
外
の
『
詩
経
』
の
篇
名
は
《　

》
で
括
る
）。

国
風
・
召
南
の
鵲
巣
篇
に
、「
維こ

れ
鵲
か
さ
さ
ぎに
巣
有
り
／
維
れ
鳩
之
に
居

る
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
「
鳩
」
は
ハ
ト
だ
ろ
う
か
。
ハ
ト
な
ら
ば
い

か
に
も
結
婚
の
祝
福
に
ふ
さ
わ
し
い
詩
と
い
え
る
。
し
か
し『
詩
経
』

の
注
釈
で
あ
る
毛
伝
に
よ
る
と
鳲
鳩
、
つ
ま
り
カ
ッ
コ
ウ
な
の
で
あ

る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
詩
は
果
た
し
て
祝
婚
歌
（
こ
れ
が
通
説
）

だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
湧
く
。
な
ぜ
な
ら
「
カ
ッ
コ
ウ
が
カ
サ
サ

ギ
の
巣
を
横
取
り
す
る
」
と
い
う
文
句
は
祝
福
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
こ
の
詩
を
諷
刺
詩
と
見
た
。
自
然
界

の
自
由
気
ま
ま
な
在
り
方
（
カ
ッ
コ
ウ
が
他
の
鳥
の
巣
に
托
卵
す
る

習
性
を
踏
ま
え
る
）
と
、
人
間
界
の
仰
々
し
い
儀
式
（
車
百
台
の
婚

資
を
必
要
と
す
る
嫁
取
り
）
と
を
平
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
者

を
風
刺
し
た
と
解
し
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
博
物
語
彙
の
意
味
の

取
り
方
が
詩
の
解
釈
を
左
右
し
う
る
と
い
う
一
例
で
あ
る（

８
）。

　

同
様
の
問
題
は
豳
風
《
鴟
鴞
》
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
豳
風
《
鴟
鴞
》

は
詩
序
に
、

鴟
鴞
、
周
公
救
亂
也
。
成
王
未
知
周
公
之
志
、
公
乃
爲
詩
以
遺
王
。

名
之
曰
鴟
鴞
焉
。

と
あ
り
、
聖
人
・
周
公
旦
が
幼
い
成
王
に
贈
っ
た
と
さ
れ
る
詩
で
あ
る
。

『
尚
書
』
周
書
・
金
縢
に
よ
る
と
、
周
の
武
王
の
死
後
、
幼
い
成
王
が
即

位
し
、
叔
父
の
周
公
が
こ
れ
を
補
佐
し
た
が
、
周
公
の
兄
弟
で
あ
る
管
叔

と
蔡
叔
が
殷
の
遺
民
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
周
公
を
貶
め
る
噂
を
流
し
た
。

周
公
は
疑
わ
れ
一
時
周
を
離
れ
る
が
、
管
蔡
等
を
討
伐
し
、
成
王
に
《
鴟
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鴞
》
を
贈
っ
た
と
い
う
。《
鴟
鴞
》
は
、

鴟
鴞
、
鴟
鴞
、
既
取
我
子
、
無
毀
我
室
。

と
い
う
句
で
始
ま
る
が
、
こ
の
「
鴟
鴞
」
が
ど
の
よ
う
な
鳥
か
は
二
説
あ

る
。
ひ
と
つ
は
子
を
奪
わ
れ
巣
を
壊
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
小
鳥
を

指
す
と
い
う
説
で
あ
り（

９
）、
こ
れ
は
鄭
箋
に
始
ま
り（

（1
（

、『
陸
疏
』
や
『
正
義
』

で
も
継
承
さ
れ
た
。
し
か
し
、
宋
代
に
到
り
、
欧
陽
修
『
詩
本
義
』
や
『
朱

伝
』
は
、
冒
頭
の
「
鴟
鴞
、
鴟
鴞
」
は
子
を
奪
い
巣
を
襲
う
侵
略
者
へ
の

訴
え
で
あ
り
、「
鴟
鴞
」
は
フ
ク
ロ
ウ
と
み
な
さ
れ
た（

（1
（

。
前
者
の
場
合
、

鴟
鴞
は
周
公
が
自
身
を
喩
え
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
場
合
、
鴟
鴞
は
管

蔡
を
そ
そ
の
か
し
た
殷
の
遺
民
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る

（
（1
（

。
こ
の
よ
う
な
転
換

の
背
景
に
は
、
宋
代
に
起
こ
っ
た
漢
唐
の
学
問
へ
の
疑
問
と
、
新
し
い
比

喩
解
釈
が
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

宋
代
に
お
け
る
詩
の
比
喩
解
釈
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
種
村
和
史
の
研

究
が
あ
る
。
種
村
は
召
南
《
螽
斯
》
で
の
「
螽
斯
」
の
比
喩
を
と
り
あ
げ
、

漢
唐
の
詩
経
学
で
は
比
喩
と
比
喩
さ
れ
る
も
の
と
の
間
に
全
的
な
対
応
を

求
め
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
、
宋
・
欧
陽
修
『
詩
本
義
』
の

解
釈
に
到
る
と
、
彼
ら
の
道
徳
的
感
情
と
常
識
的
な
思
索
に
照
ら
し
合
わ

せ
、
比
喩
と
比
喩
さ
れ
る
対
象
と
の
対
応
関
係
は
一
側
面
で
良
い
と
い
う

考
え
が
生
ま
れ
た
と
す
る

（
（1
（

。
宋
代
以
降
は
伝
統
的
解
釈
に
固
執
せ
ず
、
道

徳
的
・
合
理
的
な
解
釈
を
目
指
す
と
同
時
に
、
本
草
書
な
ど
百
家
の
書
か

ら
広
く
引
用
し
、
観
察
に
よ
る
知
見
も
加
わ
る
こ
と
に
よ
り（

（1
（

、
名
物
研
究

は
よ
り
博
物
学
的
な
性
格
を
備
え
て
い
く（

（1
（

。

（
四
）『
詩
経
』
と
本
草
学

　

本
草
書
の
引
用
は
、
宋
代
以
降
の
名
物
学
の
展
開
と
日
本
で
の
受
容
を

考
え
る
う
え
で
見
過
ご
せ
な
い
。
青
木
は
、『
詩
経
』
に
次
ぐ
名
物
学
の

展
開
の
一
つ
に
本
草
方
面
ヘ
の
展
開
を
挙
げ
、

本
草
学
は
薬
性
を
研
究
す
る
前
提
と
し
て
其
の
名
物
学
的
研
究
を
必

須
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
ま
た
名
物
学
に
と
っ
て
は
貴
重
な
宝
庫
で

あ
る
。

と
、
述
べ
る

（
（1
（

。
本
草
学
は
薬
品
を
研
究
対
象
と
し
、
人
命
に
関
わ
る
こ
と

か
ら
、
正
確
な
知
識
を
要
す
。
自
然
界
に
産
す
る
あ
ら
ゆ
る
薬
性
に
つ
い

て
、
形
状
や
産
地
・
用
法
・
効
能
な
ど
詳
細
な
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
、
こ

れ
が
翻
っ
て
『
詩
経
』
名
物
学
の
考
証
に
も
用
い
ら
れ
た
。
例
え
ば
、「
鵜
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鴣
（
鶘
）」
と
い
う
鳥
に
つ
い
て
、
本
草
書
と
『
詩
経
』
名
物
書
で
は
そ

れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
あ
る
。

宋
・
唐
慎
微
『
証
類
本
草
』
巻
十
九
・
禽
部
下
「
鵜
鴣（

（1
（

」

鵜
鴣
、
觜
味
鹹
、
平
無
毒
。（
中
略
）
大
如
蒼
鵝
、
頥
下
有
皮
袋
、

容
二
升
物
展
縮
由
袋
中
盛
水
以
養
魚
、
一
名
逃
河
。
身
是
水
沫
、
惟

胷
前
有
兩
塊
、
肉
如
拳
。
云
昔
爲
人
竊
肉
入
河
化
爲
此
鳥
。
今
猶
有

肉
、
因
名
逃
河
。
詩
云
、
維
鵜
在
梁
、
不
濡
其
味
。
鄭
云
、
鵜
鴣
咮

喙
也
。
言
愛
其
嘴
也
。

明
・
呉
雨
『
毛
詩
鳥
獣
草
木
考
』
巻
一
「
鵜（

（1
（

」

曹
風
曰
惟
鵜
在
梁
、
傳
鵜
洿
澤
鳥
也
。

鵜
水
鳥
也
。（
中
略
）
卽
今
鵜
鶘
是
也
。
或
言
其
胡
能
盛
水
以
養
魚
。

本
草
云
如
蒼
鵝
、
身
是
水
沫
、
惟
胸
前
有
兩
塊
肉
、
列
如
拳
。
云
昔

人
竊
肉
入
河
化
爲
此
鳥
。
今
猶
有
肉
存
因
名
逃
河
。

　

鵜
鴣
（
鶘
）
は
現
在
の
ペ
リ
カ
ン
に
比
定
さ
れ
る
鳥
で
あ
る
。
ま
ず
宋

代
の
『
証
類
本
草
』
で
は
そ
の
薬
効
や
用
法
を
挙
げ
、
外
形
、
名
称
の
由

来
を
連
ね
た
後
、『
詩
経
』
曹
風
《
候
人
》
の
本
文
と
鄭
箋
を
附
す
こ
と

で
『
詩
経
』
の
訓
詁
を
援
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
明
代
の
『
毛
詩
鳥
獣

草
木
考
』
で
は
、
そ
の
『
詩
経
』
の
名
物
を
理
解
す
る
た
め
に
『
証
類
本

草
』
の
説
を
引
き
、
再
び
本
草
学
の
成
果
を
吸
収
す
る
と
い
う
入
れ
子
の

よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
。『
詩
経
』
名
物
学
と
本
草
学
の
関
係
に
つ

い
て
は
李
科
が
論
じ
て
お
り
、
本
草
学
の
分
野
で
は
『
詩
経
』
研
究
か
ら

派
生
し
た
『
爾
雅
』
な
ど
の
小
学
類
、
そ
し
て
地
理
書
や
物
産
書
の
よ
う

な
博
物
学
的
文
献
に
引
用
さ
れ
た
名
物
記
載
を
通
じ
て
『
詩
経
』
名
物
学

の
成
果
を
吸
収
し
、
さ
ら
に
そ
の
本
草
学
の
成
果
を
後
の
『
詩
経
』
名
物

学
の
分
野
が
吸
収
す
る
こ
と
で
相
互
に
発
展
し
て
き
た
と
す
る

（
（1
（

。
こ
の
よ

う
な
指
摘
は
「
鵜
鴣
」
の
例
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　

以
上
、
中
国
で
は
宋
代
の
新
し
い
学
問
の
気
風
の
中
で
、
名
物
学
も
本

草
学
な
ど
博
物
学
的
な
成
果
を
吸
収
し
て
展
開
し
て
き
た
こ
と
を
確
認
し

た
。
次
に
、
日
本
に
お
け
る
『
詩
経
』
名
物
学
の
展
開
を
考
え
て
い
き
た
い
。

二
、
日
本
に
お
け
る
『
陸
疏
』
の
受
容
と
出
版

　

日
本
に
お
い
て
『
詩
経
』
名
物
学
は
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
き
た
の

だ
ろ
う
か
。『
陸
疏
』
の
受
容
と
出
版
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
①
「
日

本
に
お
け
る
『
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
』
の
受
容
―
国
書
中
の
引
用
に
関

嘴
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す
る
調
査
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十
五
輯
、
二
〇
二
一
年
）
お
よ
び

拙
稿
②
「
日
本
に
お
け
る
『
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
』
の
出
版
―
和
刻
本

と
図
解
本
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十
二
輯
、
二
〇
一
八
年
）
で
検
討

し
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
本
稿
を
進
め
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、

以
上
の
二
稿
で
得
ら
れ
た
知
見
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

（
一
）
江
戸
時
代
以
前

　

ま
ず
、
九
世
紀
末
に
藤
原
佐
世
が
編
纂
し
た
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』

に
は
『
陸
疏
』
の
名
が
見
え
、
日
本
へ
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
が
、
十
世
紀
前
半
の
源
順
撰
『
倭
名
類
聚
抄
』
で
は
毛
伝
や
鄭
箋
の
引

用
が
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、『
陸
疏
』
か
ら
の
引
用
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
も
十
三
世
紀
後
半
の
惟
宗
具
俊
『
本
草
色
葉
鈔
』
や
十
六
世
紀
の

清
原
宣
賢
『
毛
詩
抄
』
の
よ
う
な
国
書
に
お
け
る
『
陸
疏
』
の
引
用
は
、

『
正
義
』
や
『
証
類
本
草
』・『
本
草
綱
目
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
範
囲
か

ら
出
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
の
文
献
で
す
で
に
生
じ
て
い
る
名
物
の
混
乱
を

そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
の
孫
引
き
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、『
陸
疏
』
は
中
国
同
様
『
正
義
』
な
ど
権

威
的
な
注
釈
書
に
吸
収
さ
れ
、
日
本
で
も
単
独
で
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
で
、
孫
引
き
と
は
い
え
、
本
草
学
的
辞
書
に

引
用
さ
れ
て
い
る
点
は
、
先
に
述
べ
た
名
物
学
と
本
草
学
と
の
密
接
な
関

係
が
日
本
で
も
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
二
）
佚
集
本
の
流
入

　

江
戸
時
代
中
期
頃
に
な
る
と
、
明
清
の
佚
集
本
『
陸
疏
』
が
『
説
郛
』

な
ど
の
叢
書
に
収
め
ら
れ
て
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
。
主
な
も
の
と
し
て

は
、
姚
士
麟
校
本
（
陳
眉
公
普
秘
笈
集
な
ど（

（2
（

）、
説
郛
本
（
唐
宋
叢
書
・

続
百
川
学
海
）、
毛
晋
広
要
本
（
津
逮
秘
書
・
学
津
討
原
）、
趙
佑
校
本
（
白

鷺
書
院
刊
本
）、
石
永
齢
校
本
（
漢
義
叢
書
）、
丁
晏
校
本
（
増
訂
漢
魏
叢

書
な
ど
）、
羅
振
玉
本
が
あ
る
。

　

江
戸
中
期
頃
よ
り
、
儒
者
や
本
草
学
者
の
間
で
は
、
こ
れ
ら
の
新
し
い

佚
集
本
が
参
照
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇

九
）
に
刊
行
さ
れ
た
貝
原
益
軒
撰
『
大
和
本
草
』
十
六
巻
の
巻
一
「
論
本

艸
書
」
で
は
、
本
草
書
以
外
に
参
照
す
べ
き
書
物
と
し
て
、
花
譜
な
ど
と

と
も
に
『
陸
疏
』
と
毛
晋
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
広
要
』（
以
下
、『
広

要
』）
を
挙
げ
る
。
さ
ら
に
『
百
川
学
海
』・『
説
郛
』
を
挙
げ
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
も
『
陸
疏
』
が
収
録
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。『
大
和
本
草
』

と
同
時
期
に
成
立
し
た
『
詩
経
小
識
』
八
巻
も
『
広
要
』
の
毛
晋
注
を
引

用
し
て
お
り
、『
陸
疏
』
自
体
の
引
用
も
広
要
本
を
底
本
と
し
て
い
る
と
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考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
須
原
屋
茂
兵
衛
が
刊

行
し
た
淵
在
寛
注
『
陸
氏
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
四
巻
も
、
底
本
に
は
広
要

本
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
広
要
』
流
入
以
降
は
広
要
本
が
主
に
用

い
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
二
）
元
禄
刊
和
刻
本
『
陸
疏
』

　

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）、
和
刻
本
『
毛
詩
艸
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
二

巻
が
大
坂
の
毛
利
田
庄
太
郎
と
古
本
屋
清
左
衛
門
の
相
合
版
で
刊
行
さ
れ

た（
（2
（

。
今
の
と
こ
ろ
、
筆
者
が
実
見
し
得
た
元
禄
刊
本
は
、
国
会
図
書
館
所

蔵
の
森
立
之
・
約
之
書
入
本
（
わ
一
二
三
─

三
一
）
お
よ
び
、
後
述
す
る

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
本
（
狩
二
─

一
七
九
四
─

二
）
の
み

で
あ
る
。
書
誌
の
詳
細
は
拙
稿
②
に
掲
載
し
た
た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ

れ
た
い
。
元
禄
刊
本
に
は
大
坂
の
儒
医
・
松
下
見
林
（
一
六
三
七
─

一
七

〇
四
）
の
跋
が
あ
り
、
そ
こ
で
、
大
坂
の
楢
村
道
菴
所
蔵
本
を
版
元
の
毛

利
田
氏
が
書
き
取
り（

（2
（

、
そ
れ
に
見
林
が
訓
点
を
つ
け
て
出
版
し
た
と
述
べ

て
い
る

（
（2
（

。
こ
れ
は
益
軒
や
若
水
の
著
述
よ
り
十
年
ほ
ど
早
い
が
、
テ
キ
ス

ト
を
比
較
し
て
み
る
と
、
益
軒
等
が
引
用
す
る
広
要
本
と
は
異
な
り
、『
広

要
』
に
先
行
す
る
『
説
郛
』
等
に
収
録
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
近
い
。

見
林
は
古
林
見
宜
の
も
と
で
学
ん
だ
医
家
で
あ
る
が
、『
異
称
日
本
伝
』

や
『
新
撰
姓
氏
録
』
な
ど
国
史
に
か
か
わ
る
著
作
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

医
薬
の
分
野
で
は
、
見
林
の
著
述
を
森
中
虚
が
書
写
し
た
『
本
草
沿
襲
考
』

な
ど
が
あ
り（

（2
（

、
見
林
加
点
の
和
刻
本
『
本
草
綱
目
』
が
寛
文
九
年
（
一
六

六
九
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
本
草
綱
目
』
は
『
陸
疏
』
か
ら
の
引
用

を
含
む
た
め
、
こ
の
加
点
を
通
し
て
『
陸
疏
』
に
も
通
じ
て
い
た
と
推
測

さ
れ
る
。

　

国
会
図
書
館
と
東
北
大
学
狩
野
文
庫
に
伝
わ
る
元
禄
刊
本
は
、
い
ず
れ

も
書
入
が
施
さ
れ
、
日
本
の
学
者
が
い
か
に
本
書
を
読
ん
で
き
た
の
か
を

伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
森
氏
書
入
本
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
②
で
述

べ
た
よ
う
に
、
森
氏
親
子
自
身
の
校
訂
と
、
渋
江
抽
斎
が
『
正
義
』
に
引

用
さ
れ
た
『
陸
疏
』
と
校
合
し
た
成
果
を
森
氏
が
転
写
し
た
も
の
の
二
種

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。

一
方
、
狩
野
文
庫
本
は
内
容
に
か
か
わ
る
書
入
が
多
く
、
拙
稿
②
を
発
表

し
た
際
は
内
容
の
詳
細
な
検
討
ま
で
及
ば
な
か
っ
た
が
、
本
稿
で
は
、
そ

の
後
の
調
査
を
踏
ま
え
て
、
狩
野
文
庫
本
書
入
の
内
容
か
ら
日
本
に
お
け

る
『
詩
経
』
名
物
研
究
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
、
狩
野
文
庫
本
『
陸
疏
』
の
書
入
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で
は
、
狩
野
文
庫
本
の
書
入
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
。
書
入

は
全
て
同
じ
手
に
よ
る
墨
筆
で

（
（2
（

、
全
編
に
わ
た
っ
て
施
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
書
入
が
何
に
基
づ
く
の
か
、
内
容
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
事
例
を
引
い

て
検
討
し
た
い
。

（
一
）
事
例
一
「
維
鵜
在
梁
」

　

ま
ず
、
第
一
章
で
取
り
上
げ
た
「
鵜
（
鵜
鶘
）」
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

『
陸
疏
』
の
本
文
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

維
鵜
在
梁

鵜
水
鳥
、
形
如
鶚
而
極
大
、
喙
長
尺
餘
直
而
廣
、
口
中
正
赤
、
頷
下

胡
大
如
數
升
囊
、
好
羣
飛
。
若
小
澤
中
有
魚
、
便
羣
共
杼
、
水
滿
其

胡
而
棄
之
。
令
水
竭
盡
、
魚
在
陸
地
、
乃
共
食
之
。
故
曰
淘
河
。

（
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
音
訓
読
仮
名
・
送
仮
名
・
返
点
・
連
合
符
は
省

略
し
た
。
以
下
、
和
刻
本
『
陸
疏
』
の
原
文
に
つ
い
て
は
同
じ
）

　

こ
れ
に
対
し
、
狩
野
文
庫
本
書
入
は
篇
題
付
近
と
欄
上
に
次
の
よ
う
に

書
き
入
れ
て
い
る
。

①
篇
題
：
尓
雅
鵜
鴮
鸅
。
郭
注
今
之
鵜
鶘
也
。
俗
呼
二
淘
河
一
。
朱
註
鵜

洿
澤
水
鳥
也
。
俗
所
レ
謂
淘
河
也
。

②
欄
外
：
本
邦
有
レ
之
俗
ニ
伽カ
ラ
ン藍
鳥
ト
名
ケ
テ
昔
年
觀ミ
セ
モ
ノ場
ニ
供
ス
。
或
ハ
ヲ
ヽ

ト
リ
ト
呼
フ
。
大
サ
鸛
ニ
三
倍
ス
。
頷
下
嚢
ア
リ
。
其
翅
羽
ヲ

帚
ニ
製
ス
。
本
草
取
レ
説
ノ
形
状
ニ
能
相
符
ス
。

（
読
点
が
あ
る
場
合
は
原
文
、
句
点
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
、
書
入
に

つ
い
て
は
同
じ
）

　

書
入
は
『
爾
雅
』
及
び
そ
の
郭
璞
注
や
『
朱
伝
』
な
ど
の
漢
籍
を
引
用

し
、
欄
外
に
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
和
漢
混
淆
文
で
日
本
に
お
け
る
名
称
や

習
俗
を
記
す
。
狩
野
文
庫
本
の
書
入
は
、
古
典
籍
の
引
用
を
主
に
篇
題
付

近
に
配
置
し
、
そ
の
ほ
か
の
情
報
は
各
篇
の
末
尾
や
欄
外
に
配
置
す
る
傾

向
に
あ
る
。

　

で
は
、
こ
う
し
た
情
報
は
何
に
基
づ
く
も
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
述

べ
れ
ば
、
筆
者
は
こ
れ
ら
が
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
刊
行
さ
れ
た

江
村
如
亭
撰
・
松
岡
恕
庵
鑑
定
『
詩
経
名
物
弁
解
』
七
巻
（
以
下
『
弁
解
』）

を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。『
弁
解
』
巻
四
・
鳥
部
の
「
鵜
」

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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鵜　

維レ
鵜
在
レ
梁
曹
風
候

人
章　　

❶
朱
註
鵜
洿
澤
水
鳥
也
。
俗ニ所
謂
淘
河
也
○

爾
雅
、
鵜ハ
鴮
鸅
。
郭　

カ
註
今

-之
鵜
─

鶘
也
。
俗
呼　

テ
為
二
淘
河　

ト一
。
陸
─

璣
疏
ニ
形
如
レ
鶚　
ニ而
大
、
其　
ノ
　
コ
ト
鳴
自　
ラ─
呼
　
　フ

　
フ（、
喙
長　
サ尺
─

餘
直　
ラ而
廣　
シ。
口
─

中
正
─

赤
、
頷
─
下　
ノ胡
大　
サ如　
シ二
数
升　
ノ嚢

一
ト
是
ナ
リ
。
❷
本
─
邦
有
レ
之
俗
、

伽ガ
ラ
ン藍

鳥
ト
名　

ケテ
昔
─

年
觀ミ

セ
モ
ノ場

ニ
供
ス
。
或　

ハヲ
ヽ
ト
リ
ト
呼　

フ。
大
サ
鸛

ニ
三
─

倍
ス
。
頷
─

下
ニ
嚢
ア
リ
。
其
翅
─

羽
ヲ
帚
ニ
製
ス
。
本
─

草
綱

─

目
等
ニ
所
レ
說　

ク形
状
ニ
能　

ク
　
ヒ相─

符
ス
。

（
句
読
点
・
番
号
及
び
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
、『
弁
解
』
の
引
用
に

つ
い
て
は
同
じ
）

　

書
入
①
で
は
『
朱
伝
』
と
『
爾
雅
』
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
も

の
の
、
①
②
と
も
に
『
弁
解
』
傍
線
部
❶
❷
と
同
文
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ

う
。
書
入
は
典
拠
を
明
記
し
な
い
が
、『
弁
解
』
を
参
照
し
て
い
る
可
能

性
が
高
い
。

（
二
）
事
例
二
「
有
條
有
梅
」

　

次
の
事
例
は
、『
弁
解
』
の
二
つ
の
条
目
か
ら
の
引
用
し
た
と
考
え
ら

れ
る
事
例
あ
る
。『
陸
疏
』
は
一
篇
が
詩
句
を
単
位
と
す
る
た
め
、
詩
句

の
中
に
二
物
が
含
ま
れ
る
場
合
は
両
者
に
つ
い
て
ま
と
め
て
解
説
す
る
。

秦
風
《
終
南
》
の
「
有
條
有
梅
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
ず
『
陸
疏
』

の
本
文
を
挙
げ
る
。

有
條
有
梅

條
槄
也
。
今
山
楸
也
。
亦
如
下
田
楸
耳
。
皮
葉
白
色
、亦
白
材
理
好
、

宜
爲
車
板
。
能
濕
又
可
爲
棺
木
。
宜
陽
、
共
北
山
多
有
之
。
梅
樹
皮

葉
似
豫
章
、
葉
大
如
牛
耳
。
一
頭
尖
赤
心
華
赤
黃
子
靑
、
不
可
食
。

柟
葉
大
、
可
三
四
葉
一
聚
。
木
理
細
緻
於
豫
章
、
子
赤
者
材
堅
、
子

白
者
材
脆
。
荊
州
人
曰
梅
。
終
南
及
新
城
上
庸
皆
多
樟
柟
、
終
南
山

與
上
庸
新
城
通
。
故
亦
有
柟
也
。

　

こ
れ
に
対
し
、
狩
野
文
庫
本
は
篇
題
下
・
篇
末
・
欄
外
に
書
入
を
附
す
。

①
篇
題
：
朱
註
与
陸
璣
同
。
尓
雅
槄
山
榎
。
郭
注
今
之
楸
又
條
柚
。
郭
注

似
橙
味
酢
ト
。
此
二
文
ア
リ
。
毛
陸
朱
ハ
槄
條
ヲ
一
物
ト
シ
テ

即
山
秋
ト
セ
リ
。
此
物
京
北
鞍
馬
山
中
ニ
生
。
樹
葉
似
楸
郷
名

未
レ
聞
柚
ト
ハ
ザ
ボ
ン
ノ
類
ヲ
總
テ
云
フ
。

②
欄
外
：
梅
朱
註
ナ
シ
。
是
摽
有
梅
ノ
梅
ト
一
物
ト
セ
リ
。
柟
は
楠
ト
同

シ
。
俗
ク
ス
ノ
キ
ト
訓
ル
ハ
非
ナ
リ
。
宋
祁
方
物
略
記
ニ
童
々
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若
幢
盖
葉
経
歳
不
凋
至
春
新
陳
相
換
ト
柟
ノ
状
ヲ
云
ヘ
リ
。
又

述
異
記
ニ
柟
一
名
交
譲
木
ト
云
。
コ
ノ
数
ヲ
見
時
ハ
今
山
間
庭

除
ニ
此
形
状
ニ
彿
彿
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
捜
索
ス
ヘ
シ
。

③
篇
末
：
按
ス
ル
ニ
此
草
條　
ヲ柚
ト
解
セ
ハ
梅　
ハム
メ
ト
説
ク
ヘ
シ
。
條
ヲ
楸

ト
云
ヘ
ハ
梅
ヲ
柟
ト
見
ル
モ
可
ナ
リ
。
盖
同
名
異
物
諸
家
各
有

所
見
不
可
偏
癈
。

　

①
篇
題
の
書
入
は
「
條
」、
②
欄
外
お
よ
び
③
篇
末
の
書
入
は
「
梅
」

に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。『
詩
経
』
に
お
け
る
「
梅
」
は
、
本
篇
の
ほ
か

に
召
南
《
摽
有
梅
》・
陳
風
《
墓
門
》・
曹
風
《
鳲
鳩
》・
小
雅
《
四
月
》

に
見
え
、
春
に
花
が
咲
き
初
夏
ご
ろ
実
を
つ
け
る
い
わ
ゆ
る
ウ
メ
に
比
定

さ
れ
る
詩
篇
と
、「
柟
」
あ
る
い
は
「
楠
」
と
い
う
別
の
樹
木
と
解
釈
さ

れ
る
詩
篇
が
あ
る

（
（2
（

。
こ
れ
ら
は
同
名
異
物
と
し
て
混
乱
を
招
く
た
め
、
毛

伝
を
は
じ
め
多
く
の
学
者
が
注
を
附
し
て
議
論
し
て
き
た
。『
弁
解
』
は

ど
の
よ
う
に
弁
じ
た
の
か
、
巻
三
・
木
部
か
ら
「
條
」
と
「
梅
」
の
条
を

挙
げ
る
。

條　

有
レ
條
有
レ
梅
秦
風
終

南
章　　

❶
朱
─

註
條　

ハ、
山
─

楸
也
。
皮
─

葉
白　

ク、
色
─

亦

白
、
材
─

理
好　

シ、
宜
レ
為
二
車
─

版　
ト。

〇
爾
─

雅
、
槄　

ハ
山
─

榎
。
郭
注　

ニ、

今
-之
山
─

楸
又
條　

ハ
柚─

。
郭　

カ
　
ニ注

似　
テ

-橙　
ニ

味
-酸　
シ

ト
。
明　

カ
ニ
條─

槄
二

─

文
ノ

ヲ
出
セ
リ
。
毛
傳
陸
─

璣
ハ
槄
條─

ヲ
一
─

物
ト
シ
テ
即　

チ山
─

楸
ト
セ
リ
。

此　
レ何

ノ
的
─

證
ア
リ
ヤ
イ
ブ
カ
シ
。
草
─

木
考
ニ
ハ
郭
璞
ヲ
是─
ト
シ
陸

─

璣
ヲ
誤　
リト
ス
。
集
傳
ハ
陸
─

説
ニ
従
ヘ
リ
。
❶
山
─

楸
ハ
京
北
鞍ク

ラ
マ馬

中
ニ
生
ス
。
樹
─

葉
似
レ
楸　

ニ郷
名
未
レ
聞　

カ。
柚
ト
ハ
ザ
ホ
ン
ノ
類
ヲ
惣

テ
云
フ
。
今　
マ俗

通─
シ
テ
柚
ト
呼
モ
ノ
ハ
袖
─

中
ノ
小
者
ナ
リ
。

梅　

見
二
于
上
章
一　

❷
朱
傳
無
註
。
朱
傳
註
ヲ
加
ヘ
サ
ル
ハ
前
ノ
❷

摽
─

有
─

梅
ノ
梅-

ト
一
─

物
ト
シ
タ
ル
ナ
リ
ト
。
陸
─

䟽
廣
─

要
ニ
モ
云

ヘ
リ
。
陸
璣
爾
雅　
ノ梅　
ハ、

柟
ヲ
釋
シ
テ
皮
似
二
豫
章
一
葉　
ノ大
如
二
牛
耳
一
、

荊
州　
ノ人

曰
レ
梅
、
終
─

南
及　
ヒ新

─

城
上
庸
皆　
ナ多　
シ二

樟
柟
一
ト
云
ハ
此　
ノ章

ノ

梅
ヲ
梅
杏
ノ
梅
ト
セ
ザ
ル
ナ
リ
。
名
─

物
─

䟽
及　ヒ
説
─

約
ナ
ド
モ
陸
氏

ニ
従
テ
梅
柟
ノ
梅
ト
ナ
シ
テ
解ケス
。
❷
柟
ハ
楠
ト
同
シ
。
俗
ク
ス
ノ

キ
ト
訓
ル
ハ
非
ナ
リ
。
宋
─

祁
─

方
物
畧
─

記
ニ
童
─
ト々
シ
テ若

二
幢
盖
一
葉

經
レ
歳　

ヲ不
レ
凋　

ニ至
レ
春　

ニ新
陳
相　

ヒ換　
ルト

。
柟
ノ
状
ヲ
云
ヘ
リ
。
又
述
異
記

ニ
柟
一
─

名
交
─

譲
─

木
ト
云
。
コ
ノ
數
─

證
ヲ
見
寸
ハ
、
今　

マ山
─

間
庭

除
ニ
此
形
状
ニ
彷
─

彿
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
捜
索
ス
ベ
シ
。
正
字
通
ニ

爾
─

雅
説
─

文
未
レ
可
レ
信　
ス、

梅
、
柟
ト
─

釋
ス
ハ
ル
誤
ル
ト
云
ヘ
ル
ハ

一
偏
ナ
リ
。
❸
按
ス
ル
ニ
此　

ノ章
條─

ヲ柚
ト
解ケセ
ハ
梅
ハ
ム
メ
ト
説
ク
へ

キ
カ
。
條
ヲ
山
─

楸
ト
云　

ハハ
、
梅─

ヲ
柟
ト

─

見
ル
モ
可─

ナ
リ
。
盖　

シ同
─

名
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異
─

物
、
諸
─

家
各
有
レ
所
レ
見
不
レ
可
二
偏
廢　

ス一
。

　

こ
の
二
つ
の
条
目
は
『
弁
解
』
で
も
連
続
し
て
配
さ
れ
て
お
り
、『
弁
解
』

「
梅
」
の
❸
に
「
此
章
條
柚
ト
解
セ
ハ
梅
ハ
ム
メ
ト
説
ク
へ
キ
カ
。
條
ヲ

山
楸
ト
云
ハ
、
梅
ヲ
柟
ト
見
ル
モ
可
ナ
リ
」
と
い
う
よ
う
に
、
詩
義
か
ら

し
て
両
者
の
性
質
は
相
関
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　

狩
野
文
庫
本
書
入
は
①
篇
題
下
に
『
弁
解
』
の
「
條
」
の
❶
を
写
し
、

②
欄
外
お
よ
び
③
篇
末
に
は
「
梅
」
の
❷
❸
を
写
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

『
弁
解
』
で
は
❶
の
前
半
に
『
朱
伝
』
の
文
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
書
入

は
①
篇
題
下
に
「
朱
註
与
陸
璣
同
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
書
入

先
が
『
陸
疏
』
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
繰
り
返
し
を
避
け
る
た
め

で
あ
ろ
う（

（2
（

。
そ
の
後
『
爾
雅
』
に
続
く
文
は
『
弁
解
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
。
た
だ
し
、『
弁
解
』
の
「
明
ニ
條
槄
二
文
ヲ
出
セ
リ
」
を
書
入
は
「
此

二
文
ア
リ
」
と
す
る
よ
う
に
節
略
が
見
ら
れ
る
。

　
「
梅
」
に
つ
い
て
も
❷
の
「
摽
有
梅
ノ
梅
ト
一
物
ト
シ
タ
ル
ナ
リ
ト
」
は
、

『
朱
伝
』
が
「
有
條
有
梅
」
の
「
梅
」
に
注
を
つ
け
な
か
っ
た
の
は
先
に

出
て
く
る
「
標
有
梅
」（
国
風
《
召
南
》）
の
「
梅
」
と
同
じ
と
考
え
た
た

め
と
い
う
説
明
で
あ
る
が
、
書
入
②
は
『
弁
解
』
の
「
朱
傳
註
ヲ
加
ヘ
サ

ル
ハ
…
」
を
省
略
し
簡
略
化
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
『
陸
疏
』
に
関
す
る

議
論
は
省
き
、
②
「
柟
ハ
楠
ト
同
シ
。
俗
ク
ス
ノ
キ
ト
訓
ル
ハ
非
ナ
リ
」

や
③
「
此
章
條
柚
ト
解
セ
ハ
梅
ハ
ム
メ
ト
説
ク
へ
キ
カ
。
條
ヲ
山
楸
ト
云

ハ
、
梅
ヲ
柟
ト
見
ル
モ
可
ナ
リ
」
の
よ
う
に
、「
梅
」
に
関
す
る
要
点
を

抽
出
し
て
転
記
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
有
條
有
梅
」
の
事
例
で
は
、『
弁
解
』
の
二
つ
の
条
目

か
ら
解
釈
を
取
り
合
わ
せ
、
一
部
要
約
し
て
転
記
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ

う
し
た
工
夫
は
、
こ
の
ほ
か
一
句
の
中
に
複
数
の
動
植
物
が
含
ま
れ
る
「
其

檉
其
椐
」
や
「
弋
鳧
與
雁
」「
去
其
螟
螣
及
其
蟊
賊
」「
螟
蛉
有
子
有
子
蜾

蠃
負
之
」
も
同
様
で
あ
っ
た
。

（
三
）
事
例
三
「
方
秉
蕑
兮
」

　

事
例
一
、
二
は
『
弁
解
』
を
簡
略
化
し
つ
つ
も
、『
弁
解
』
を
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
引
き
写
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
要
点
を
絞
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

書
入
も
見
ら
れ
る
。
次
に
、
巻
上
冒
頭
の
「
方
秉
蕑
兮
」
の
書
入
を
紹
介

し
た
い
。『
陸
疏
』
の
本
文
は
先
に
挙
げ
た
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度
和
刻

本
の
本
文
を
挙
げ
る
。

方
秉
蕑
兮

蕑
卽
蘭
香
艸
也
。
春
秋
傳
曰
、
刈
蘭
卒
。
楚
辭
云
、
紉
秋
蘭
。
孔
子
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曰
、
蘭
當
爲
王
者
香
艸
、
皆
是
也
。
其
莖
葉
似
藥
艸
澤
蘭
。
但
廣
而

長
節
、
節
中
赤
、
高
四
五
尺
。
漢
諸
池
苑
及
許
昌
宮
中
皆
種
之
。
可

著
粉
中
。
故
天
子
賜
諸
侯
蔆臣
蘭
。
藏
衣
著
書
中
辟
白
魚
也
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
篇
題
下
・
篇
末
・
欄
外
に
次
の
よ
う
な
書
入
が
附
さ

れ
て
い
る
。

①
篇
題
：
朱
注
与
陸
同
。

②
欄
外
：
蕑
、
和
名
ラ
ニ
ノ
花
、
又
名
フ
ジ
ハ
カ
マ
、
和
漢
共
ニ
古
ヘ
蘭

ト
称
ス
ル
モ
ノ
皆
今
ノ
茅
葉
黃
花
ノ
蘭
花
ニ
ア
ラ
ス
。
燕
尾
香

都
梁
香
と
後
世
ニ
云
モ
ノ
古
ノ
蘭
也
。
陸
璣
ノ
説
明
ラ
カ
也
。

今
本
邦
山
澤
有
之
葉　
ハ山

蘭　
ニ似

テ
有
岐
燕
尾
ニ
類
ス
。
秋
花
攅
蔟

ス
。
粉
紅
色
柯
葉
花
共
ニ
香
ハ
シ
。
採
収
代
二
容
ニ
ホ
ヒ
フ
ク
ロ

臭
一
用
ヘ
シ
。

花
史
事
林
廣
記
ノ
説
誤
レ
リ
。

③
篇
末
：
古
ヘ
和
歌
ニ
フ
ジ
バ
カ
マ
主
ハ
誰
ト
モ
シ
ラ
子
ド
モ
白
ツ
ユ
ノ

コ
ボ
レ
テ
匂
フ
野
ヘ
ノ
秋
風
。
古
今
ニ
秋
風
ニ
ホ
コ
ロ
ビ
ヌ
ラ

ジ
フ
シ
バ
カ
マ
ツ
ヽ
リ
サ
セ
テ
ウ
蛩
キ
リ
キ
リ
ス

鳴ナ

ク
。
此
等
ノ
歌
何

レ
モ
古
蘭
ヲ
咏
ス
。
今
ノ
幽
蘭
ニ
ア
ラ
ス
。

　
『
朱
伝
』
か
ら
和
歌
ま
で
広
く
引
用
が
見
ら
れ
る
。
で
は
、『
弁
解
』
巻

一
・
草
部
「
蕑
」
に
ど
の
よ
う
に
あ
る
か
見
て
み
よ
う
。

蕑　

方　
　
ニ秉

レ
蕑　
　
ヲ兮
鄭
風
湊

洧
章　

有
二
蒲
與
一
レ
蕑
陳
風
澤

陂
章　

❶
朱
傳
蕑　

ハ蘭─
也
、
其　

ノ莖
─

葉
似
二
澤
蘭　

ニ一
、
廣

　
シ
テ而

長　
シ、

節
─

ゝ
中
─

赤　
シ高　
サ四

─

五
─

尺
○
❷
和
名
ラ

ニ
ノ
花
、
又
フ
ジ
バ
カ
マ
。
和
─

漢
共
ニ
古　

ヘ蘭
ト
稱
ス
ル
モ
ノ
、
皆

今　
ノ茅

─

葉
黃
─

花
ノ
蘭
─

花
ニ
ア
ラ
ズ
。
楚
─

騒
九
─

畹
ノ
蘭
、
孔
─

子　
ノ王

─

者
香
ト
稱
ハ
❷
即　

チ後
世　

ハ燕
─

尾
─

香
却
─

梁
─

香
ト
云
モ
ノ
。
是　

レ乃
古

ノ
蘭
ナ
リ
。
陸
─

璣
・
羅
─

願
・
朱
─

子
・
時
─

珍　
ノ輩

委
ク
能
識
─

別
シ
、

千
歳
ノ
惑
ヲ
泮
─

釋
ス
。
可　

キレ
悅　

フ
之
甚　

キ
ナ
リ
。
真　

ノ
蘭
、
今
本
─

邦
山
─

澤
レ
有
之
、
葉　

ハ
山
蘭
ニ
似
テ
有
レ
岐
、
燕
─

尾
類
ス
。
秋
花
攢
─

簇
、

粉
─

紅
─

色
柯
─

葉
─

花
共　

ニ香　
ハシ

。
採　

リ─
収　

テ代　
ヘ二

溶
ニ
ホ
ヒ
フ
ク
ロ
ニ

臭
用　

ユヘ
シ
。
❸
古　

ヘ

和
歌　

ニ、
フ
ジ
バ
カ
マ
主
ハ
誰
ト
モ
シ
ラ
子
ド
モ
白
ツ
ユ
ノ
コ
ホ
レ
テ

匂
フ
野
へ
ノ
秋
風
、
古
─

今
ニ
、
秋
風
ニ
ホ
コ
ロ
ビ
ヌ
ラ
ジ
フ
シ
バ

カ
マ
ツ
ヾ
リ
サ
セ
テ
ウ
蛩キ

リ
ゝ
ス

─

鳴
。
此　

レ等ラノ
類
、
皆　

ナ此　
ノ蕑

ヲ
咏　

ス。
今　

ノ幽
─

蘭
ニ
ア
ラ
ズ
。
然
ル
ニ
顧
夢
麟
・
黃
─

山
─

谷
及　
ヒ❷
花
─

史
・
事
─

林
─

廣
─

記
ナ
ド
ニ
古
ノ
蘭
ヲ
知
ラ
ズ
。
今
ノ
蘭
花
ヲ
以　
テ強　
テ九

─

畹
ノ
蘭
ト

シ
、
附
─

會
費　
ヒレ
辨　
ヲハ
可　
キレ
供　
ス二
絶
─

倒
一
ナ
リ
。
又
旨
─

別
─

源
南
─

游
東

歸
集
ニ
答　
ルレ

問
　
フ
ニ二

蘭　
ニ無　
ヲ一

レ
香
ノ
序─
詩─
ア
リ
。
是　
ノ─

詩
通
─

篇
不
レ
知　
ラ二

古　
ノ



─ 162 ─

蘭　
ヲ一

シ
テ
妄　
ニ辨

ズ
。
牽

-強
ノ
甚
ナ
リ
。
此
等
ノ
事
碎
─

頭
微
─

末
ト

雖
ヘ
ド
モ
格
─

物
之
一
端
、
學
─

者
緊
─

要
ニ
吟
味
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
。

餘　
ハ怡
─

顔
齋　
ノ蘭
品
中
ニ
具
レ
リ
。
故　
ニ略
ス
。
○
陳
─

繼
儒　
カ珎
─

珠
─

舩　
ニ、

世　
ニ稱

二
三
─

友　
ト一
、
竹　
ハ有

レ
節
而
嗇
レ
花　
ニ、
梅　
ハ有

レ
花
而
嗇
レ
葉
、
松　
ハ有

レ

葉
而
嗇
レ
香　
ニ、
惟
蘭
獨　
リ併　
テ有

レ
之
ト
。
此　
ノ語
可　
キレ
玩
ニ
似
タ
リ
ト
雖
へ

ド
モ
認　
テ二

幽
蘭　
ヲ一

、
而
レ
不　
ノ知　
ラ二

真
蘭　
ヲ一

ノ
意
、
言
外
ニ
彷
彿
タ
リ
。

　

ま
ず
、
書
入
は
①
篇
題
下
に
「
朱
注
与
陸
同
」
と
し
て
『
弁
解
』
❶
の

『
朱
伝
』
を
省
略
す
る
の
は
事
例
二
と
同
様
で
あ
る

（
（2
（

。
次
に
、
②
欄
外
の

書
入
は
『
弁
解
』
❷
に
相
当
す
る
。
こ
こ
で
も
語
順
の
入
れ
替
え
や
省
略

が
起
き
て
い
る
が
、
問
題
は
書
入
②
の
二
重
線
で
示
し
た
部
分
で
あ
る
。

書
入
が
「
陸
璣
ノ
説
明
ラ
カ
也
」
と
す
る
の
は
、『
弁
解
』
❷
で
「
陸
璣
・

羅
願
・
朱
子
・
時
珍
輩
委
ク
能
識
別
シ
、
千
歳
ノ
惑
ヲ
泮
釋
ス
。
可
悅
之

甚
ナ
リ
」
と
感
慨
を
述
べ
た
一
文
に
当
た
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
同

じ
く
書
入
②
の
二
重
線
「
花
史
事
林
廣
記
ノ
説
誤
レ
リ
」
も
、『
弁
解
』

❷
の
「
花
史
事
林
廣
記
ナ
ド
ニ
古
ノ
蘭
ヲ
知
ラ
ズ
」
以
下
を
極
め
て
端
的

に
言
い
換
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。『
弁
解
』
は
『
花
史
』・

『
事
林
広
記
』
の
ほ
か
に
顧
夢
麟
・
黄
山
谷
（
庭
堅
）
を
挙
げ
、「
古
ノ
蘭

ヲ
知
ラ
ズ
」
と
し
た
う
え
で
、「
今
ノ
蘭
花
ヲ
以
強
九
畹
ノ
蘭
ト
シ
、
附

會
費
辨
ハ
可
供
絶
倒
ナ
リ
」
と
批
判
す
る
が
、
書
入
は
こ
れ
ら
を
省
き
、

「
説
誤
レ
リ
」
と
正
誤
に
帰
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
和
歌
を
引
く
③
篇
末

の
書
入
は
『
弁
解
』
の
❸
に
該
当
す
る
が
、『
弁
解
』
が
「
此
等
ノ
類
、

皆
此
蕑
ヲ
咏
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
書
入
は
「
此
等
ノ
歌
何
レ
モ
古
蘭
ヲ

咏
ス
」
と
し
、
言
い
換
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
も
『
弁
解
』
に
基
づ
く
と
す
れ
ば
、
狩
野
文
庫
本
書
入
は
『
弁

解
』
を
た
だ
転
写
し
た
だ
け
で
な
く
、
要
点
を
整
理
し
て
書
き
入
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
四
）
事
例
四
「
流
離
之
子
」

　

事
例
三
の
よ
う
な
言
い
換
え
が
よ
り
顕
著
に
顕
れ
る
の
が
巻
下
「
流
離

之
子
」（
邶
風
《
旄
丘
》）
で
あ
る
。「
流
離
」
に
つ
い
て
、『
陸
疏
』
は
次

の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

流
離
之
子

流
離
、
梟
也
。
自
關
西
謂
梟
爲
流
離
。
其
子
適
長
大
、
還
食
其
母
。

故
張
奐
云
、
鶹
鷅
食
母
。
許
慎
云
、
梟
不
孝
鳥
是
也
。

　

こ
れ
に
対
し
、
書
入
は
次
の
よ
う
に
注
を
附
す
。
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篇
題
：
朱
傳
流
離
漂
散
也
。
今
此
説
ニ
従
フ
テ
鳥
ノ
名
ト
セ
ズ
。

　
「
流
離
」
は
『
爾
雅
』
釈
鳥
の
「
鳥
少
美
長
醜
爲
鶹
鷅
」
に
郭
璞
が
「
鶹

鷅
猶
留
離
、
詩
所
謂
留
離
之
子
」
と
注
す
る
よ
う
に
、
フ
ク
ロ
ウ
の
一
種

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
宋
代
に
は
こ
の
解
釈
に
疑
問
が
起
り
、

『
朱
伝
』
は
鳥
の
名
で
は
な
く
「
漂
散
」
の
意
と
解
し
た
。
以
降
、
朱
子

学
の
系
統
で
は
多
く
が
非
鳥
名
説
を
踏
襲
し
て
い
る

（
（3
（

。『
弁
解
』
巻
四
・

鳥
部
で
も
次
の
よ
う
に
解
す
る
。

流
離　

流
─

離
之
子
邶
風
旄

丘
章　　

朱
─

傳
、
流
離
漂
─

散
也
。
○
流
─

離
ハ
鳥　
ノ名

ニ
非
ラ
ル
コ
ト
甚
─

明
ナ
リ
。
毛
─

傳
流
─

離　ハ
鳥

-也
。
少
─

好
長
─

醜

ト
云
ヘ
リ
。
陸
─

璣　
ノ䟽

ニ
自
　
シ
テレ

關
而
西
謂　
テレ

梟　
ヲ為

二
流
─

離
一
ト
。
此　
ノ説

ニ
據
テ
草
─

木
─

考
禽
─

部
ニ
收
ム
。
習　
テ而
不
レ
察　
セ拘
─

泥
之
─
甚
ナ
リ
。

談　
ルレ

詩　
ヲ者

漂
散
ト
ナ
シ
テ
讀
ム
ヘ
シ
。

　

こ
の
事
例
で
書
入
と
『
弁
解
』
が
一
致
し
て
い
る
の
は
『
朱
伝
』
の
部

分
の
み
で
あ
る
。
書
入
を
書
写
者
の
自
説
と
見
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
事

例
一
や
二
の
よ
う
に
多
く
が
『
弁
解
』
を
用
い
、
事
例
三
の
よ
う
に
『
弁

解
』
の
説
を
要
約
す
る
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
例
も
『
弁
解
』

の
大
意
を
と
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
五
）
事
例
五
「
集
于
苞
杞
」

　

最
後
は
、
和
刻
本
『
陸
疏
』
と
書
入
で
は
基
づ
く
『
陸
疏
』
の
テ
キ
ス

ト
が
違
う
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
事
例
で
あ
る
。
和
刻
本
は
「
集

于
苞
杞
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
く
。

集
于
苞
𣏌（

（3
（

𣏌
、
柳
屬
也
。
生
水
傍
樹
如
柳
、
葉
麤
而
白
色
、
木
理
微
赤
、
故
今

人
以
爲
車
轂
。
今
共
北
淇
水
傍
魯
國
泰
山
汶
水
邊
、
純
𣏌
也
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
書
入
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

①
篇
題
：
朱
注
与
陸
璣
同
。
俗
名
コ
ブ
ヤ
ナ
キ
。
孟
子
ニ
𣏌
柳
ト
云
モ
ノ

是
也
。
葉
似
柳
少
ク
皺シ
ハ

ア
リ
。
今
箕ミ
ノ
フ
チ邉
ヲ
飾
リ
箱ハ

コ篋
ヲ
作
リ

剔ヤ
ウ
ジ牙

杖
ヲ
製
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

②
篇
末
：
詩
ニ
所
咏
ノ
𣏌
ニ
三
品
ア
リ
。
小
雅
集
于
苞
𣏌
、
南
山
有
杞
ト

云
モ
ノ
各
別
物
ナ
リ
。
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「
杞
」
は
鄭
風
《
将
仲
子
》・
小
雅
《
四
牡
》・
同
《
杕
杜
》・
同
《
南
山

有
台
》・
同
《
湛
露
》・
同
《
四
月
》・
同
《
北
山
》
と
、
小
雅
に
多
く
詠

わ
れ
た
樹
木
で
あ
る
が
、
事
例
二
の
「
梅
」
同
様
、
同
名
異
物
が
存
在
し

た
と
考
え
ら
れ
、『
弁
解
』
で
も
木
部
に
二
つ
の
「
杞
」
が
立
て
ら
れ
て

い
る
。
狩
野
文
庫
本
の
書
入
は
お
そ
ら
く
次
の
解
釈
を
転
写
し
た
の
だ
ろ
う
。

𣏌　

無
レ
折
　
コ
ト二

我　
カ樹

─

𣏌　
ヲ一
鄭
風
將

仲
子
章　

朱
─

註
𣏌
　
ハ栁─

屬
也
。
生
二
水
傍ニ
一
樹
如
レ

栁
葉
麄ニ
シ
テ而
白
─

色
理
微
─

赤
。
○
❶
俗
名
コ
ブ
ヤ
ナ
キ
。
朱
傳
陸
─

璣

ノ
文
ヲ
引
テ
釋─

ス
。
❶
孟
子
ニ
𣏌
─

栁
ト
云
モ
ノ
即
─

是レ又
柜
栁
ト
モ

云
フ
。
致
─

富
奇
書
ニ
箕
─

栁
一
名
楊
─

栁
云
モ
此ノ物
ナ
リ
。
❶
葉
似

レ
栁ニテ
少
ク
皺シ

ハ

ア
リ
。
今
箕

マ
ミ
ノ
フ
チ邉

ヲ
飾
リ
、
箱ハ

コ篋
ヲ
作
リ
、
剔ヤ

ウ
ジ牙

杖
ヲ

製
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
草
木
考
ニ
𣏌ハ
葉
ニ圓

如
レ
梨ノト
云
ハ
、
白
─

楊
ヲ
誤リ

認
テ
𣏌
ト
セ
ル
ナ
リ
。
白
─

楊
ト
𣏌
ト
ハ
二
─

物
ナ
リ
。
不
レ
可
レ

混ス

。
❷
詩
ニ
所
レ
咏ス

ル
ノ
𣏌
ニ
三
─

品
ア
リ
。
小
─

雅
集
二
于
苞
𣏌
一
・
南

─

山
有
レ
𣏌
ト
云
モ
ノ
各
別
─

物
ナ
リ
。
後
ノ
𣏌ノ條
ト
ヘ並─

考フベ
シ
。

　

書
入
が
『
朱
伝
』
を
省
略
す
る
点
は
こ
れ
ま
で
の
事
例
と
同
様
で
あ
る
。

そ
の
他
も
省
略
は
あ
る
も
の
の
、
傍
線
で
示
し
た
部
分
は
『
弁
解
』
の
文

言
を
比
較
的
忠
実
に
写
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、『
弁
解
』
の
こ
の
条
は
、
冒
頭
に
挙
げ
る
よ
う
に
鄭
風
《
将

仲
子
》
の
「
無
折
我
樹
杞
」
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
説

が
書
き
入
れ
ら
れ
た
和
刻
本
『
陸
疏
』
の
篇
題
は
「
集
于
苞
杞
」（
小
雅

《
四
牡
》）
で
あ
っ
た
。『
弁
解
』
は
「
集
于
苞
杞
」
の
「
杞
」
に
つ
い
て
は
、

別
条
を
立
て
て
「
今
俗
モ
枸
𣏌
ト
呼
フ
」
と
解
し
て
お
り
、
篇
題
だ
け
で

見
れ
ば
、
同
名
異
物
で
あ
る
た
め
に
書
入
が
転
写
す
る
条
目
を
誤
っ
た
か

の
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
和
刻
本
『
陸
疏
』
も
本
文
を
読
め
ば
「
𣏌
、

柳
屬
也
」
と
、
ヤ
ナ
ギ
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
書
入
は
『
陸
疏
』
の
本

文
と
問
題
な
く
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、『
陸
疏
』
の
ほ
か
の
伝
本
を
確
認
す
る
と
、
姚
士
麟
校
本
・

説
郛
本
・
毛
晋
広
要
本
・
趙
佑
校
本
・
石
永
齢
校
本
・
丁
晏
校
本
・
羅
振

玉
校
本
の
う
ち
、
や
や
早
期
に
成
立
し
た
姚
士
麟
校
本
・
説
郛
本
と
、
そ

の
系
統
を
継
い
だ
石
永
齢
校
本
で
は
和
刻
本
と
同
様
に
篇
題
を
「
集
于
苞

杞
」
に
作
っ
て
い
る
が
、
毛
晋
広
要
本
の
段
階
で
「
無
折
我
樹
杞
」
に
改

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た（

（3
（

。
ま
た
『
正
義
』
を
参
照
し
て
も
、「
杞
、

柳
屬
也
」
か
ら
始
ま
る
『
陸
疏
』
は
、
鄭
風
《
将
仲
子
》
の
「
無
折
我
樹

杞
」
の
疏
の
中
に
の
み
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
広
要
本
の

改
訂
は
妥
当
だ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、
趙
佑
校
本
・
丁
晏
校
本
・
羅
振
玉
校
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本
も
毛
晋
に
従
っ
て
改
め
て
い
る
。

　

こ
の
ズ
レ
は
、
和
刻
本
が
古
い
姚
士
麟
校
本
・
説
郛
本
の
系
統
に
当
た

り
、『
弁
解
』
は
広
要
本
系
の
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
書
入
の
主
は
両
者
を
対
照
し
、
適
当
な
注

釈
を
選
択
し
て
書
き
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
、
日
本
に
お
け
る
『
陸
疏
』
研
究
、
引
い
て
は
『
詩
経
』
名
物
研

究
の
一
例
と
し
て
、
狩
野
文
庫
本
書
入
の
事
例
を
提
示
し
た
。
狩
野
文
庫

本
の
書
入
は
出
典
を
明
記
し
て
い
な
い
た
め
、『
弁
解
』
の
刊
本
そ
の
も

の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
抄
録
な
ど
か
ら
引
か
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
が
、
根
幹
に
『
弁
解
』
が
あ
る
こ
と
は
、
事
例
一
～
三
、
五
の
類
似

性
か
ら
見
て
明
ら
か
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
狩
野
文
庫
本
は

『
詩
経
』
名
物
学
の
祖
で
あ
る
『
陸
疏
』
に
、
日
本
の
『
詩
経
』
名
物
学

の
成
果
を
整
理
し
、
補
完
し
た
一
本
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

四
、『
弁
解
』
の
普
及
と
評
価

　

で
は
、
江
村
如
亭
の
『
弁
解
』
は
江
戸
後
期
の
『
詩
経
』
名
物
学
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
弁
解
』
の
出
版

と
後
世
へ
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

（
一
）『
弁
解
』
の
出
版

　
『
弁
解
』
の
出
版
に
つ
い
て
は
陳
捷
氏
が
す
で
に
「
経
学
註
釈
と
博
物

学
の
間
」（
同
編
『
医
学
・
科
学
・
博
物
―
東
ア
ジ
ア
古
典
籍
の
世
界
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
で
ま
と
め
て
お
り
、
本
稿
も
こ
れ
に
依
拠
す

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
ず
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
（
一
一
─

二
一
─

四
）

に
よ
っ
て
『
弁
解
』
の
書
誌
を
示
す
。

詩
經
名
物
辨
解
七
巻　
　
　
　
　
　

和
大
四
冊

（
（3
（

江
村
〔
如
亭
〕（
如
圭
）
撰　

松
岡
〔
恕
庵
〕（
玄
達
）
鑑
定

享
保
十
六
年
刊
（
京
・
唐
本
屋
八
郎
兵
衛
）

　

香
色
卍
繋
地
花
散
文
型
押
表
紙
（
二
十
六
・
八
×
十
八
・
〇
糎
）、
左

肩
に
子
持
枠
刷
題
簽
「
詩
經
名
物
辨
解　

幾
」
を
貼
付
（
首
冊
の
み
後
補

題
簽
に
墨
書
）。
見
返
は
「〈
松
岡
玄
達
先
生
鍳
定
／
（
低
二
格
）
江
村
如

圭
纂
述
〉
／
詩
經
名
物
辨
解
／
〈
不
許
翻
刻
千
里
必
究
／
不
認
此
印
者
係

偽
刻
〉 ［　

］
豫
章
堂
鏤
梓
」
と
し
、
上
部
や
や
右
寄
り
に
魁
星
印
、
左

中
央
に
「
江
氏
／
信
印
」
方
形
陰
刻
朱
印
記
を
捺
す
。
前
附
に
は
「
詩
經



─ 166 ─

名
物
辨
解
叙
」（
享
保
十
五
年
伊
藤
東
涯
）、
自
序
「
詩
經
名
物
辨
解
自
叙
」

（
享
保
十
六
年
江
村
如
亭
）、「
詩
經
名
物
辨
解
目
録
」
を
有
す
。
巻
首
は

「
詩
經
名
物
辨
解
卷
一
／
（
隔
一
行
、
低
二
格
）
松
岡
玄
達
先
生
鍳
定　

平
安
江
村
〈
如
圭
〉
纂
述
」
と
す
る

（
（3
（

。【
第
一
冊
】
巻
一
（
草
部
七
十
条
）、

【
第
二
冊
】
巻
二
（
草
部
三
十
二
条
）、
巻
三
（
木
部
六
十
六
条
）、【
第
三

冊
】
巻
四
（
鳥
部
四
十
四
条
）、
巻
五
（
獸
部
二
十
六
条
）、【
第
四
冊
】

巻
六
（
魚
部
十
九
条
）、
巻
七
（
蟲
部
二
十
八
条
）。
匤
郭
は
四
周
単
辺
（
十

八
・
二
×
十
二
・
六
糎
）、
無
界
、
毎
半
葉
十
行
、
字
数
は
二
十
至
二
十

二
字
前
後
。
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
、
漢
籍
か
ら
の
引
用
は
漢
文
の
ま
ま

示
し
、
返
点
・
連
合
符
・
音
訓
読
仮
名
・
送
仮
名
を
附
す
。
版
心
は
白
口

単
白
魚
尾
。
大
尾
に
刊
記
「
享
保
十
六
年
辛
亥
四
月
／
（
低
四
格
）
京
師

書
林　

唐
本
屋
八
郎
兵
衛
鏤
刻
」
あ
り
。

　
『
弁
解
』
は
伝
本
が
多
く
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
て
い
る

件
数
だ
け
で
七
十
七
件
に
及
ぶ
。
刊
記
に
は
「
享
保
十
六
年
辛
亥
四
月
／

京
師
書
林
」
の
後
に
続
く
書
肆
名
を
「
唐
本
屋
八
郎
兵
衛
」
で
は
な
く
「
唐

本
屋
宇
兵
衛
」「
中
井
平
治
郎
」「
林
伊
兵
衛
」
に
作
る
伝
本
を
確
認
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
同
版
で
あ
る
が
、
版
面
の
状
態
な
ど
か
ら
後

印
本
と
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
唐
本
屋
八
郎
兵
衛
本
が
最
も
早
印
で
あ

ろ
う（

（3
（

。
さ
ら
に
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
は
京
都
の
丁
子
屋
貞
七
・

鈆
屋
安
兵
衛
・
江
戸
の
須
原
屋
茂
兵
衛
・
大
坂
の
敦
賀
屋
九
兵
衛
の
相
合

版
で
「
享
保
十
六
年
〈
辛
／
亥
〉
四
月
元
刻
／
嘉
永
三
年
〈
庚
／
戌
〉
九

月
補
刻
」
と
す
る
版
が
印
行
さ
れ
て
い
る

（
（3
（

。
陳
捷
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

こ
の
補
刻
本
で
は
京
都
だ
け
で
な
く
大
坂
や
江
戸
の
書
肆
も
印
刷
販
売
に

関
わ
っ
て
お
り
、
本
書
が
長
き
に
わ
た
っ
て
流
布
し
た
こ
と
が
わ
か
る

（
（3
（

。

　
『
弁
解
』
以
前
、
日
本
人
に
よ
る
詩
経
名
物
書
は
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）

の
稲
生
若
水
『
詩
経
小
識
』（
以
下
『
小
識
』）
が
あ
る
が
、
写
本
で
伝
わ

る
の
み
で
出
版
は
さ
れ
な
か
っ
た（

（3
（

。
従
っ
て
、
印
刷
物
と
し
て
流
布
し
た

と
い
う
点
で
も
、
日
本
の
『
詩
経
』
名
物
書
の
歴
史
の
中
で
『
弁
解
』
は

画
期
的
な
書
物
と
い
え
る
。

（
二
）
江
村
如
亭
の
学
問
と
松
岡
恕
庵

　

著
者
の
江
村
如
亭
は
名
を
如
圭
、
字
を
希
南
、
別
号
を
復
所
と
い
う
。

儒
者
・
江
村
毅
庵
（
一
六
六
六
─

一
七
三
四
）
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、

宮
津
藩
の
青
山
侯
に
藩
儒
と
し
て
仕
え
た
。
本
草
学
は
松
岡
恕
庵
（
一
六

六
八
─

一
七
四
六
）
の
門
で
学
ん
だ（

（3
（

。『
弁
解
』
の
伊
藤
東
涯
序
に
は
、
江

村
氏
が
代
々
儒
医
の
家
系
で
あ
り
、
如
亭
は
早
く
か
ら
勉
学
に
耽
り
、
中

で
も
本
草
学
に
長
け
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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詩
經
名
物
辨
解
叙

（
前
略
）
江
村
氏
之
先
世
、
通
儒
醫
術
、
續
德
百
年
、
多
翔
仕
途
𢡟

名
実
、
而
毅
庵
翁
相
識
最
熟
矣
。
其
仲
子
如
珪
氏
、
夙
耽
学
、
尤
精

本
草
、
多
識
於
鳥
獸
艸
木
之
名
、
博
羣
籍
、
旁
參
哲
匠
、
上
下
古
今
、

訂
訛
覈
眞
、
其
功
勤
矣
。
近
携
其
所
輯
詩
經
名
物
辨
解
四
卷
來
、
則

事
簡
而
物
別
、可
以
爲
学
詩
之
一
助
。
豈
翅
不
致
食
蟛
蜞
之
誤
已
哉
。

吾
知
江
村
氏
之
福
未
艾
也
。
及
其
請
序
、
書
以
勗
之
云
、

享
保
庚
戌
九
月
伊
藤
長
胤
譔

　

東
涯
序
は
本
書
に
つ
い
て
「
則
事
簡
而
物
別
、
可
以
爲
学
詩
之
一
助
」

と
極
め
て
簡
明
に
評
す
る
が
、
如
亭
の
自
序
で
は
本
書
の
編
纂
の
目
的
を

具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。

詩
經
名
物
辨
解
自
叙

（
前
略
）
蓋
考
古
博
物
者
、
固
君
子
之
所
爲
難
、
而
不
可
以
不
研
究

者
也
。
然
世
之
學
者
、
多
以
爲
屑
越
而
置
之
不
講
、
故
儒
生
家
多
不

識
田
野
之
物
。
農
圃
氏
終
不
識
詩
書
之
旨
。
二
者
無
繇
參
合
、
致
使

鳥
獸
艸
木
之
學
不
傳
也
。
噫
、
世
代
既
遐
、
種
類
日
夥
、
玉
石
難
辨
、

紅
紫
亂
朱
。
閔
此
蔀
不
辨
則
誣
前
惑
後
之
尤
爲
不
細
也
。
欲
明
斯
道
、

而
實
乏
其
人
、
即
松
岡
先
生
出
、
按
五
方
而
詳
名
物
、
咨
漁
樵
而
資

博
采
、
一
卉
一
木
一
毛
一
羽
、
莫
不
究
其
理
明
其
原
。
而
是
非
真
偽

不
能
迯
其
鑑
。
以
卞
和
止
泣
、
宋
愚
免
笑
也
。
謭
劣
如
〈
余
〉、
不

能
及
人
。
親
受
先
生
辨
物
正
名
之
餘
教
。
銖
積
絲
累
分
寸
躋
攀
、
雖

未
詣
精
奥
、
粗
明
斯
道
、
稍
得
其
趣
焉
。
歳
庚
戌
、
嬰
疾
踟
蹰
、
病

骨
峻
嶒
、
漫
爾
無
聊
。
因
憶
如
三
百
篇
昆
蟲
草
木
、
同
實
殊
名
、
同

名
岐
釋
者
、非
素
嫺
審
辨
、則
詩
旨
乖
戻
、習
誦
紕
繆
者
、既
居
半
矣
。

〈
余
〉
以
爲
痛
恨
而
精
神
昏
暗
、
未
暇
是
正
、
同
秋
獲
少
痊
、
於
是

不
揣
庸
鄙
、
妄
竭
一
得
之
愚
、
逐
種
辨
考
證
正
訛
、
棄
繁
就
簡
、
綴

以
國
字
。
始
成
篇
帙
計
巻
有
七
、
名
曰
詩
経
名
物
辨
解
。
訂
以
先
生

之
鍳
定
。
此
書
也
、
匪
欲
沽
名
自
衒
、
冀
爲
誦
三
百
者
作
津
筏
耳
。

大
人
先
生
幸
其
無
以
予
小
子
。
享
保
辛
亥
春
之
孟
、
題
于
簡
端
梓
以

傳
云
。

江
村
如
圭

　

こ
こ
に
は
自
ら
の
病
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
。
如
亭
は
こ
の
翌
年
、

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
に
没
し
た
。
如
亭
の
生
年
は
不
明
で
あ
る
が
、

父
の
毅
庵
が
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
に
六
十
九
歳
で
没
し
て
い
る
こ
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と
か
ら
す
れ
ば
、
ま
だ
老
境
に
到
る
前
に
こ
の
世
を
去
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

東
涯
が
「
博
羣
籍
、
旁
參
哲
匠
、
上
下
古
今
、
訂
訛
覈
眞
」
と
評
し
た

よ
う
に
、
確
か
に
『
弁
解
』
は
『
朱
伝
』
を
基
礎
に
和
漢
の
書
か
ら
用
例

を
引
く
。
そ
の
中
に
は
も
ち
ろ
ん
『
陸
疏
』
も
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、『
弁

解
』
の
特
徴
は
、
そ
れ
に
加
え
て
形
状
な
ど
実
物
の
観
察
か
ら
得
た
知
識

に
優
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
自
序
で
「
儒
生
家
多
不
識
田
野

之
物
。
農
圃
氏
終
不
識
詩
書
之
旨
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
古
典
を
弄
す
る

の
み
で
実
際
の
草
木
鳥
獣
に
対
す
る
学
識
の
乏
し
い
儒
者
へ
の
不
満
を
自

ら
解
消
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

如
亭
の
学
問
的
系
譜
に
つ
い
て
、
師
の
さ
ら
に
師
で
あ
る
稲
生
若
水
か

ら
見
て
い
き
た
い
。
若
水
・
恕
庵
の
学
問
に
つ
い
て
は
太
田
由
佳
の
研
究

に
詳
し
い

（
（4
（

。
本
稿
で
も
太
田
の
研
究
に
よ
っ
て
た
ど
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
若
水
の
学
問
的
な
特
徴
を
太
田
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る

（
（4
（

。

①
儒
学
、
と
り
わ
け
朱
子
学
（
宋
学
）
を
基
礎
と
し
、
幅
広
い
学
問

に
通
じ
て
い
た
。

②
そ
の
本
草
・
物
産
に
関
す
る
知
識
は
若
水
以
前
の
も
の
と
比
較
し

て
実
見
（
実
験
）
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

③
若
水
自
身
は
、
本
草
学
に
従
事
す
る
に
は
書
物
上
の
学
識
（
文
学
）

に
併
せ
て
医
薬
知
識
（
方
技
）
に
も
通
じ
て
い
る
こ
と
が
肝
要
と

考
え
て
い
た
。

　
『
詩
経
』
名
物
研
究
に
つ
い
て
言
え
ば
、
若
水
の
時
点
で
す
で
に
実
物

の
観
察
を
重
視
す
る
姿
勢
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
著
作
『
小
識
』
は
主
に

漢
籍
か
ら
引
用
し
て
集
成
す
る
形
式
を
と
り
、
実
際
の
観
察
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
知
見
は
多
く
な
い
。

　

恕
菴
も
朱
子
学
を
奉
じ
た
こ
と
は
若
水
と
同
様
で
あ
る
。
太
田
は
恕
庵

の
本
草
学
に
対
す
る
学
問
的
な
意
義
づ
け
を
次
の
四
点
に
ま
と
め
て
い

る
（
（4
（

。
①
「
格
物
」「
正
名
」
は
聖
人
の
ま
ず
行
う
べ
き
事
で
あ
る
（『
論
語
』

『
大
学
』）。

②
「
格
物
（
物
に
格
る
）
と
は
つ
ま
り
「
窮
理
」
で
あ
り
、
個
別
の

事
物
に
つ
い
て
そ
れ
に
内
在
す
る
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
（
朱
子
学
の
命
題
）。

③
「
正
名
（
名
を
正
す
）」
と
は
、
個
別
の
事
物
に
つ
い
て
そ
の
〈
名
〉

と
〈
実
〉
と
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

④
本
草
研
究
と
は
、
特
に
自
然
物
に
つ
い
て
「
格
物
」
と
「
正
名
」

と
を
実
践
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
『
弁
解
』
の
自
序
に
は
「
親
受
先
生
辨
物
正
名
之
餘
教
」
と
あ
り
、
上

掲
「
蕑
」
で
も
「
此
等
ノ
事
碎
頭
微
末
ト
雖
ヘ
ド
モ
格
物
之
一
端
、
學
者
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緊
要
ニ
吟
味
ベ
キ
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
恕
庵
の
「
格
物
」

「
正
名
」
を
重
ん
じ
、
実
物
を
探
求
す
る
態
度
は
如
亭
に
も
強
く
引
き
継

が
れ
て
い
る

（
（4
（

。

　

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
精
神
よ
り
発
し
て
、
恕
庵
の
本
草
研
究
の
方
法

に
つ
い
て
、
太
田
は
次
の
よ
う
に
整
理
す
る

（
（4
（

。

①
儒
医
を
兼
ね
学
び
群
書
に
博
通
す
る
―
す
な
わ
ち
文
に
達
者
で
医

薬
の
知
識
が
あ
り
、
な
お
儒
書
・
医
書
に
限
ら
な
い
幅
広
い
書
物

に
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
、
物
類
の
名
を
明
ら
か
に
す
る
仕
事
は
不

可
能
で
あ
る
。

②
①
の
よ
う
な
素
養
に
加
え
て
、
多
く
の
人
か
ら
意
見
を
集
め
、

さ
ら
に
そ
れ
を
複
数
人
で
話
し
合
う
な
ど
多
角
的
な
検
討
を
行
う

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

恕
庵
は
研
究
対
象
に
つ
い
て
群
籍
を
渉
猟
す
る
の
み
な
ら
ず
、
実
際
に

観
察
し
、
さ
ら
に
人
々
と
一
緒
に
検
討
す
る
方
法
を
採
っ
た
。
如
亭
は
『
弁

解
』
の
自
序
で
師
に
つ
い
て
「
詳
名
物
、
咨
漁
樵
而
資
博
采
、
一
卉
一
木

一
毛
一
羽
、
莫
不
究
其
理
明
其
原
」
と
評
し
て
い
る
。
そ
の
姿
勢
は
『
詩

経
』
名
物
研
究
に
も
現
れ
て
お
り（

（4
（

、
恕
庵
の
講
述
と
み
ら
れ
る
『
詩
経
物

産
考
』（
国
会
図
書
館
、
特
一
─

二
〇
九
一
）
は（

（4
（

、
漢
籍
だ
け
で
な
く
国
書

も
引
用
し
て
別
名
や
性
能
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か

の
条
目
で
は
諸
説
の
正
誤
を
検
討
し
て
お
り
、
若
水
の
『
小
識
』
と
比
べ

て
批
判
的
精
神
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
れ
ら
若
水
・
恕
庵
の
『
詩
経
』
名
物
研
究
を
引
き
継
い
だ
の
が
如
亭

で
あ
る
。
江
村
如
亭
撰
・
水
野
〔
皓
山
〕（
業
広
）
編
『
採
覧
随
録
』
に

は
、
名
物
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
実
地
調
査
や
採
集
を
行
い
、
探
究
す

る
姿
勢
が
よ
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
享
保
元
年
（
丙
申
、
一
七
一

六
）
四
月
二
十
八
日
か
ら
十
一
月
十
三
日
ま
で
の
採
集
の
記
録
を
、
蘭
山

門
下
の
水
野
皓
山（

（4
（

が
品
種
（
薬
種
）
に
よ
っ
て
編
次
し
な
お
し
た
も
の
で
、

現
在
は
岩
瀬
文
庫
（
二
七
─

二
七
）
と
杏
雨
書
屋
（
杏
三
五
六
六
）
に
写

本
が
伝
わ
っ
て
い
る

（
（4
（

。
一
年
に
満
た
な
い
記
録
で
は
あ
る
も
の
の
、
採
集

地
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
採
集
は
京
都
の
中
だ
け
で
な
く
尼
崎

ま
で
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
品
種
に
つ
い
て
は
恕
庵
に
教

え
を
請
う
て
い
る

（
（4
（

。
例
え
ば
、

真
蘭　
（
前
略
）
六
月
十
四
日
御
菩
薩
池
ニ
テ
採
、
恕
庵
ニ
示
ス
。

此
モ
真
蘭
花
ト
云
。
重
示
ニ
山
蘭
ト
云
。

木ナ
ハ
シ
ロ
ク
ミ

半
夏　
（
前
略
）
九
月
朔
木
半
夏
の
実
を
勝
軍
山
ニ
採
、
恕
菴
ニ

示
ス
。
一
年
二
度
モ
ナ
ル
ナ
ラ
ン
ト
云
。
彼
小
樹
ニ
有
実
。
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な
ど
と
あ
る
。『
弁
解
』
で
も
自
序
に
「
訂
以
先
生
之
鍳
定
」
と
い
い
、

恕
庵
の
鑑
定
が
加
わ
っ
て
い
る
点
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
師
弟
関
係
は
変

わ
ら
ず
続
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
、
恕
庵
の
物
産
会
の
席
上
で
見
聞
し
た
と
思
し
き
記
録
も
あ
る
。

斑
豆　
（
前
略
）
七
月
廿
二
日
、
飯
山
ヨ
リ
来
、
木
曽
方
言
聞
之
、

立
珉
恕
庵
席
上
、
七
里
香
ハ
香
豆
ナ
ラ
ン
ト
。
恕
庵
又
云
豆
ニ
廿
ホ

ド
有
。

　

こ
の
記
述
か
ら
は
、
恕
庵
は
さ
ま
ざ
ま
な
物
産
を
持
ち
寄
っ
て
検
討
す

る
物
産
会
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
れ
に
如
亭
も
参
加
し
て
遠
方
の
物
産
に

関
す
る
情
報
を
得
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。『
弁
解
』
に
は
前
掲
事

例
二
「
條
」
に
「
山
楸
ハ
京
北
鞍
馬
中
ニ
生
ス
」
と
い
う
よ
う
に
、
京
都

近
郊
の
植
生
の
ほ
か
、
草
部
「
蘩
」
に
は
佐
渡
の
産
品
に
関
す
る
記
述
が

見
え
る
。

此ノ蒿ハ他
─

州
ニ
有コ
トレ

之
コ
ト
ヲ
聞カス
、
但
、
佐
渡
州
ニ
産
ス
（
中
略
）

此
二
種
共
ニ
白
蒿
ニ
シ
テ
但
佐
渡
州ノ白
ヨ
モ
キ
ヲ
真─

ト
ス
ヘ
シ
。

　

こ
の
よ
う
な
遠
方
の
情
報
に
つ
い
て
、
上
掲
『
採
覧
隨
録
』
の
「
斑
豆
」

が
飯
山
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
記
録
が
あ
る
よ
う
に
、
佐
渡
の
情
報
も
物

産
会
を
通
じ
て
得
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

（
（5
（

。

　

朱
子
学
を
基
礎
と
し
、
実
見
を
重
視
す
る
こ
と
は
恕
庵
の
師
・
若
水
の

重
視
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
上
述
し
た
如
亭
の
学
問
へ
の
姿
勢
は
、
恕

庵
の
師
で
あ
る
若
水
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
若
水
の
『
小

識
』
は
漢
籍
の
引
用
、
す
な
わ
ち
群
籍
の
博
捜
に
主
眼
が
置
か
れ
、
採
集

に
よ
る
知
識
は
多
く
な
か
っ
た
。
次
の
恕
庵
は
群
籍
の
範
囲
を
国
書
に
ま

で
広
げ
、
さ
ら
に
実
物
の
観
察
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
物
産
会
を
開
く

な
ど
し
て
同
士
や
門
人
等
と
検
討
し
、
知
識
を
共
有
し
て
い
っ
た
。
こ
の

物
産
会
に
は
遠
方
か
ら
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
、
各
地
の
知
識
が
門
人
等

に
も
共
有
さ
れ
た
。
そ
し
て
、『
弁
解
』
の
編
纂
は
、
こ
う
し
た
学
問
環

境
が
本
草
の
分
野
だ
け
で
な
く
、『
詩
経
』
の
名
物
研
究
へ
反
映
さ
れ
た

成
果
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
三
）『
弁
解
』
へ
の
評
価

　
『
弁
解
』
が
広
く
世
に
行
わ
れ
た
後
、
各
世
代
の
本
草
学
者
が
そ
の
再

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
な
ど
の
著
者
と
し
て
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知
ら
れ
る
小
野
蘭
山
（
一
七
二
九
─

一
八
一
〇
）
で
あ
る
。
蘭
山
は
如
亭

と
同
じ
く
松
岡
恕
庵
に
師
事
し
た
が
、
蘭
山
が
恕
庵
に
入
門
し
た
の
は
寛

保
元
年
（
一
七
四
一
）
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
恕
庵
は
七
十
四
歳
、

蘭
山
は
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
如
亭
が
没
し
て
す
で
に
十
年
が
過
ぎ
て
お
り
、

同
門
と
い
っ
て
も
互
い
に
面
識
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
蘭
山
に
は

『
詩
経
名
物
弁
解
正
誤
』（
以
下
『
正
誤
』）
と
題
さ
れ
た
一
書
が
あ
る
。

『
正
誤
』
は
、
国
会
図
書
館
（
特
一
─

一
八
八
三
）
に
写
本
が
伝
わ
っ
て
お

り（
（5
（

、
巻
首
に
「
蘭
山　

小
野
先
生
口
述
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
蘭
山
の
講

義
を
弟
子
が
ま
と
め
た
書
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
内
容
は
書
名
の

通
り
、『
弁
解
』
の
説
に
対
し
て
正
誤
を
批
評
し
、
さ
ら
に
自
説
を
も
っ

て
補
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
草
部
冒
頭
の
「
荇
」
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
い
う
。

荇　

ア
サ
ヽ
ノ
説
可
也
、
萍
蓬カ
ハ
ホ
ネ草
ニ
似
テ
薄
ク
小
シ
ト
云
、
此
ハ
大

イ
ニ
異
ナ
ル
故
非
也
、
カ
ハ
ホ
ネ
大
ナ
ル
葉
ナ
リ
、
本
條
ハ
甚
小

也
、
水
艸
ニ
シ
テ
水
ノ
淺
深
ニ
從
テ
長
短
ア
リ
、
夏
黄
花
ア
リ
五

瓣
也
。

（
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）

　

ま
た
、
前
章
事
例
二
で
挙
げ
た
木
部
「
梅
」
に
つ
い
て
、『
正
誤
』
は

「
柟
」
に
作
り（

（5
（

、

柟　

交
讓
木
ト
云
ハ
ユ
ツ
リ
ハ
也
、
楠
ノ
コ
ト
也
、
ユ
ツ
リ
ハ
ノ
内

ニ
牛
耳
ニ
似
タ
ル
ヲ
楠
ト
云
、
即
大
葉
楠
ノ
コ
ト
也
。

と
、「
柟
」
に
つ
い
て
の
み
述
べ
る
。
こ
れ
は
『
弁
解
』
の
「
陸
璣
爾
雅

梅
、
柟
ヲ
釋
シ
テ
皮
似
豫
章
葉
大
如
牛
耳
、（
中
略
）
名
物
䟽
及
説
約
ナ

ド
モ
陸
氏
ニ
従
テ
梅
柟
ノ
梅
ト
ナ
シ
テ
解
ス
。
柟
ハ
楠
ト
同
シ
。（
中
略
）

又
述
異
記
ニ
柟
一
名
交
譲
木
ト
云
」
と
い
う
説
を
受
け
て
の
も
の
だ
ろ
う
。

『
正
誤
』
で
は
こ
れ
ら
典
籍
の
考
証
が
省
か
れ
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る

名
と
実
物
の
同
定
と
そ
の
形
状
の
記
述
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
の
特
色
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
木
部
「
楛
」
に
つ
い
て
、『
弁

解
』
が
「
此
物
本
邦
ニ
此
形
状
ニ
相
似
タ
ル
モ
ノ
京
北
天
台
山
及
鞍
馬
山

中
ニ
有
リ
、
博
問
訪
索
シ
テ
イ
ヨ
イ
ヨ
其
為
楛
否
ヲ
決
ス
ベ
シ
」
と
特
定

を
保
留
し
た
の
に
対
し
、『
正
誤
』
は
、

楛　
（
前
略
）
此
物
木
部
ニ
形
状
…
…
ト
ア
ル
ハ
、
メ
シ
ツ
ブ
ノ
木

カ
シ
ヲ
ツ
ミ
也
、
漢
名
綟
木
、
此
松
岡
ノ
説
デ
當
ル
也
。
本
条
ニ



─ 172 ─

ア
ラ
ズ
。

と
、
恕
庵
の
説
を
引
い
て
回
答
す
る
例
や
、
木
部
「
檉
」
に
つ
い
て
、

檉　

ギ
ヨ
リ
ウ
、
松
岡
先
生
ノ
時
ハ
ギ
ヨ
リ
ウ
未
来
、
故
ニ
ニ
レ
モ

ミ
ニ
當
テ
ア
レ
ド
モ
檉
柳
ト
ツ
ヾ
キ
テ
ギ
ヨ
リ
ウ
ニ
當
ル
。

と
述
べ
る
な
ど
、
新
た
に
も
た
ら
さ
れ
た
植
物
に
つ
い
て
紹
介
す
る
条
目

も
見
ら
れ
る
。
本
書
の
成
書
年
代
は
不
明
だ
が
、
如
亭
や
恕
庵
の
時
代
か

ら
名
物
研
究
の
変
遷
を
伝
え
る
好
資
料
と
い
え
よ
う（

（5
（

。

　

次
に
、『
正
誤
』
よ
り
一
世
代
下
る
も
の
と
し
て
山
本
亡
羊
（
一
七
七

八
─

一
八
五
九
）
の
『
詩
経
名
物
弁
解
釈
義
』（
以
下
『
釈
義
』）
が
あ
る
。

亡
羊
は
京
都
に
山
本
読
書
室
を
開
い
た
儒
医
・
山
本
封
山
の
次
男
で
、
兄

の
早
世
に
よ
り
読
書
室
を
継
い
で
門
人
に
教
え
る
と
と
も
に
、
文
化
五
年

（
一
八
〇
八
）
か
ら
た
び
た
び
物
産
会
を
開
催
す
る
な
ど
本
草
学
・
物
産

学
に
注
力
し
た
。
本
草
学
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
十
六
歳
で
蘭
山

に
入
門
し
、
蘭
山
が
江
戸
に
移
っ
た
二
十
一
歳
ま
で
蘭
山
に
学
ん
だ（

（5
（

。

『
釈
義
』
は
巻
首
の
編
著
者
名
に
「
亡
羊
山
本
先
生
講
述
／
出
雲
藩
簡
齋

山
本
良
臣
徴
聖
録
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
亡
羊
の
講
義
を
弟
子
が

筆
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
記
録
者
の
山
本
良
臣
（
一
八
一
〇
─

一

八
七
三
）
は
出
雲
藩
医
学
校
教
授
山
本
家
の
三
代
目
に
当
た
り
、
天
保
十

三
年
（
一
八
四
二
）
か
ら
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
か
け
て
京
都
に
遊
学
、

山
本
亡
羊
に
本
草
学
を
学
ん
だ
。
杏
雨
書
屋
に
『
釈
義
』
の
写
本
が
二
部

（
杏
五
二
九
〇
、
杏
五
二
九
一
）
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
杏
五
二
九

〇
は
「
雲
藩
茶
梅
園
藏
板
」
の
用
箋
を
用
い
て
い
る
。
良
臣
が
亡
羊
の
講

述
を
筆
録
し
た
ほ
か
の
写
本
に
も
同
様
の
用
箋
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
該
本
も
こ
の
時
期
に
良
臣
が
筆
録
し
た
伝
本
と
考
え
ら
れ
る

（
（5
（

。

　

本
書
も
『
弁
解
』
の
説
に
対
し
て
是
非
を
論
じ
自
説
を
展
開
す
る
。
例

え
ば
、
前
章
事
例
三
で
挙
げ
た
草
部
「
蕑
」
で
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

蕑　

フ
シ
ハ
カ
マ
、
古
哥
ニ
モ
ア
リ
。
山
野
ニ
沢
山
ア
リ
、
尤
下
隰

ノ
地
ニ
多
シ
。
和
名
ラ
ン
ト
ツ
ク
ハ
ア
シ
ヽ
。
フ
シ
ハ
カ
マ
ニ
テ

宜
シ
。
ラ
ニ
ハ
ヤ
ハ
リ
幽
蘭
ノ
如
シ
カ
ラ
ニ
テ
多
ク
幽
蘭
ニ
混
シ

ト
ク
。
陸
機
朱
子
時
珍
ノ
説
宜
シ
可
従
。
古
ハ
香
具
ナ
キ
故
此
ヲ

容
臭
ト
ス
ル
ナ
リ
。
コ
ノ
葉
ハ
イ
ツ
マ
テ
モ
香
ノ
サ
ラ
ヌ
モ
ノ
也
。

（
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
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蘭
山
の
『
正
誤
』
で
は
恕
庵
の
説
を
採
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
っ
た
が
、

亡
羊
の
批
評
は
恕
庵
の
鑑
定
に
も
及
ぶ
。
草
部
「
蓍
」
に
つ
い
て
、

蓍　

ノ
コ
キ
リ
サ
ウ
、
ハ
ゴ
ロ
モ
サ
ウ
ト
ス
ル
ハ
ア
シ
ヽ
。
松
岡
先

生
鍳
定
説
ハ
ア
シ
ヽ
。

と
述
べ
る
。『
弁
解
』
は
「
蓍
」
の
和
名
を
「
俗
名
ハ
ゴ
ロ
モ
、
又
名
ノ

コ
ギ
リ
草
」
と
し
て
お
り
、
鑑
定
は
「
旧
説
ニ
以
蓍
為
羽
衣
草
、
恐
非
是

再
加
尋
索
」
と
批
評
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
亡
羊
は
此
の
両
方
を
「
悪
し
」

と
す
る
。

　

ま
た
、
木
部
「
梓
」
で
、

梓　

コ
ノ
弁
甚
是
也
。（
中
略
）
蘭
山
已
来
コ
ノ
説
ニ
従
フ
ナ
リ
。

と
す
る
な
ど
、
蘭
山
の
説
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
蘭
山

の
説
を
と
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
上
述
の
「
梅
（
柟
）」
に
つ
い
て
、
蘭
山

が
「
交
讓
木
ト
云
ハ
ユ
ツ
リ
ハ
也
、
楠
ノ
コ
ト
也
」
と
し
て
い
た
と
こ
ろ

を
、
亡
羊
は
、

梅　

未
詳
。
今
山
間
通　

云
云
ハ
ユ
ヅ
リ
ハ
ノ
コ
ト
ナ
リ
、
交
讓
木

ノ
名
ニ
ヨ
リ
楠
ト
ス
レ
ド
モ
コ
レ
ハ
非
ナ
リ
。
形
状
的
當
セ
サ
ル

ナ
リ
。

と
、
蘭
山
と
は
異
な
る
説
を
と
る
場
合
も
あ
る
。『
釈
義
』
で
も
や
は
り

前
時
代
の
名
物
研
究
に
対
す
る
修
正
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
、『
弁
解
』
に
対
す
る
批
評
を
蘭
山
の
『
正
誤
』
と
亡
羊
の
『
釈

義
』
か
ら
検
討
し
た
。
両
書
と
も
正
確
な
成
書
年
代
は
不
明
だ
が
、『
正
誤
』

は
ほ
ぼ
一
世
代
、『
釈
義
』
は
二
世
代
後
か
ら
の
批
評
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
世
代
に
お
け
る
名
物
研
究
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

両
書
は
と
も
に
師
の
講
義
を
門
人
が
ま
と
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ

れ
は
つ
ま
り
、
蘭
山
・
亡
羊
が
『
弁
解
』
を
用
い
て
講
義
を
行
っ
て
い
た

こ
と
を
意
味
す
る
。
後
世
の
学
者
に
と
っ
て
、
諸
文
献
に
通
じ
観
察
に
基

づ
く
情
報
を
多
く
記
載
し
た
『
弁
解
』
は
、
参
照
す
べ
き
「
先
行
研
究
」

の
一
つ
だ
っ
た
と
い
え
る

（
（5
（

。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
日
本
で
『
詩
経
』
名
物
学
が
い
か
に
研
究
さ
れ
て
き
た
の
か
、
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狩
野
文
庫
本
の
書
入
を
端
緒
と
し
て
検
討
し
て
き
た
。

　

中
国
に
お
い
て
は
、
魏
晋
南
北
朝
期
に
博
識
を
競
っ
た
こ
と
を
背
景
に

「
多
識
」
の
気
風
が
高
ま
り
、
宋
学
で
新
た
な
展
開
を
迎
え
た
。
宋
代
以

降
は
道
徳
的
か
つ
合
理
的
な
観
点
か
ら
『
詩
経
』
の
草
木
鳥
獣
を
解
釈
し
、

本
草
学
や
辞
書
な
ど
小
学
の
分
野
で
記
述
さ
れ
た
形
状
や
別
名
な
ど
博
物

学
的
成
果
と
相
互
に
吸
収
し
あ
っ
て
展
開
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も
『
陸

疏
』
は
、
原
本
は
散
佚
し
た
も
の
の
、
最
初
期
の
名
物
書
と
し
て
宋
代
以

降
も
参
照
さ
れ
た
。

　
『
陸
疏
』
は
日
本
へ
も
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
中
国
同
様
、
単
独
で
は
失

わ
れ
、『
正
義
』
や
本
草
書
の
引
用
で
の
み
伝
わ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、

明
末
に
収
集
さ
れ
た
佚
集
本
が
再
び
江
戸
時
代
の
日
本
へ
流
入
す
る
と
、

元
禄
十
一
年
に
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
、
人
々
の
学
ぶ
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
本
の
書
入
は
そ
の
痕
跡
の
一
つ
と

い
え
よ
う
。
書
入
の
内
容
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
享
保
十
六
年
に
刊
行
さ

れ
た
江
村
如
亭
の
『
詩
経
名
物
弁
解
』
と
酷
似
し
て
お
り
、
こ
れ
を
整
理

し
て
転
写
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。『
弁
解
』
は
、『
詩
経
』

の
名
物
に
つ
い
て
古
典
籍
の
考
証
だ
け
で
な
く
、
日
本
に
産
す
る
諸
物
の

名
称
や
用
途
な
ど
を
記
録
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
日
本
の

『
詩
経
』
の
名
物
書
と
し
て
最
初
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
『
弁
解
』
が
後
世
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
後
に
小
野
蘭
山
や
山
本

亡
羊
ら
が
『
弁
解
』
の
説
に
対
し
て
考
証
を
行
っ
て
お
り
、
各
時
代
で
『
詩

経
』
の
名
物
を
学
ぶ
儒
医
や
本
草
学
者
ら
が
参
照
す
べ
き
書
物
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
『
弁
解
』
の
位
置
づ
け
か
ら
再
び
狩
野
文

庫
本
の
書
入
を
考
え
る
と
、
該
本
は
『
詩
経
』
名
物
学
の
源
流
で
あ
る
『
陸

疏
』
に
対
し
、
日
本
に
お
け
る
『
詩
経
』
名
物
学
の
大
き
な
成
果
を
落
と

し
込
ん
で
知
識
を
補
完
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
日
中
『
詩

経
』
名
物
学
の
基
礎
的
内
容
を
兼
ね
備
え
る
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
学
習

の
有
り
様
を
伝
え
る
伝
本
と
い
え
よ
う
。

　

稲
生
若
水
か
ら
松
岡
恕
庵
、
そ
し
て
江
村
如
亭
の
『
弁
解
』
ま
で
、
ま

た
『
弁
解
』
か
ら
小
野
蘭
山
、
山
本
亡
羊
と
い
う
学
問
的
展
開
は
、『
詩

経
』
名
物
学
が
儒
医
や
本
草
家
の
中
で
継
承
さ
れ
、『
詩
経
』
の
解
釈
を

問
う
経
学
的
関
心
よ
り
も
、
む
し
ろ
形
状
な
ど
観
察
に
よ
る
博
物
学
的
な

関
心
が
高
ま
っ
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
。
陳
捷
は
、『
詩
経
』
解
釈
に
本

草
学
と
博
物
学
の
研
究
成
果
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、『
詩
経
』
の

動
植
物
に
関
す
る
認
識
は
よ
り
豊
富
か
つ
正
確
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、
一

方
で
、「
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
後
世
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
に
利

用
さ
れ
て
い
な
い
」
と
も
指
摘
す
る

（
（5
（

。
本
稿
で
も
こ
れ
ら
名
物
研
究
が
『
詩

経
』
の
本
文
解
釈
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
と
い
う
経
学
的
問
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題
は
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
本
稿
で
採
り
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
名
物
書
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、『
詩
経
』
解
釈
と
の
関
係

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

注（
１
）	

青
木
正
児『
中
華
名
物
考
』（
春
秋
社
、一
九
五
九
年
、
三
─

三
三
頁
）。

（
２
）	

青
木（
前
掲
書
、
四
頁
）
は『
周
礼
』
天
官・
庖
人
の「
庖
人
、
掌
共
六
畜
六

獸
六
禽
。
辨
其
名
物
」
を
挙
げ
る
。

（
３
）	

『
陸
疏
』
佚
集
本
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
拙
稿「
陸
氏
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚

疏
の
基
礎
的
研
究
―
篇
目
か
ら
見
る
各
本
の
相
違
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』

第
五
十
輯
、
二
〇
一五
年
）
が
あ
る
が
、
そ
の
後
、
王
孫
涵
之
が「
今
本《
毛

詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
》
辨
偽
」（『
文
史
』
第
二
輯
、
二
〇
二
〇
年
）
で
さ

ら
に
考
証
を
試
み
、
拙
稿
に
修
正
を
加
え
て
い
る
。
王
孫
の
論
考
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
４
）	

欒
保
群
点
校『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
広
要
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
二

〇
二
三
年
）
に
拠
る
。

（
５
）	

中
国
に
お
け
る『
詩
経
』
名
物
書
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
呂
華
亮「《
詩
経
》

名
物
研
究
概
述
」（『
詩
経
研
究
叢
刊
』
第
二
十
一
輯
、
二
〇
一一
年
）
や
李

耀
平「《
詩
経
》
名
物
研
究
流
変・
反
思
与
展
望
」（『
詩
経
研
究
叢
刊
』
第

三
十
二
輯
、
二
〇
二一
年
）
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）	

青
木
、
前
掲
論
文
。

（
７
）	

万枋
尾
武「
類
書
の
研
究
序
説（
一）
―
魏
晉
六
朝
唐
代
類
書
略
史
」（『
成
城

國
文
學
論
集
』
第
十
集
、一
九
七
八
年
）。

（
８
）	

加
納
喜
光「『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』―
詩
経
名
物
学
の
祖
」（『
し
に
か
』

第
七
巻
第
十
二
号
、一
九
九
六
年
）

（
９
）	

毛
伝
は「
鴟
鴞
、
鸋
鴂
」
と
す
る
が
、「
鸋
鴂
」
が
現
在
の
ど
の
鳥
に
当
た

る
の
か
は
不
明
。
ミ
ソ
サ
ザ
イ
、
カ
ッ
コ
ウ
の
他
、
ハ
ヤ
ブ
サ
な
ど
の
猛
禽

な
ど
と
混
同
さ
れ
る
。

（
10
）	

鄭
玄
箋「
鴟
鴞
言
、
已
取
我
子
者
、
幸
無
毀
我
巣
。
…
…
」

（
11
）	

朱
熹『
集
伝
』「
公
乃
作
此
詩
、
以
貽
王
。
託
爲
鳥
之
愛
巣
者
呼
鴟
鴞
而

謂
之
曰「
鴟
鴞
鴟
鴞
、
爾
既
取
我
之
子
矣
、
無
更
毀
我
之
室
也
。
…
…
」

（
12
）	

丌
晴「《
詩
経・
豳
風・
鴟
鴞
》
与
周
公
関
係
考
論
」（『
詩
経
研
究
叢
刊
』

第
二
十
六
輯
、
二
〇
一五
年
）。

（
13
）	

種
村
和
史『
詩
経
解
釈
学
の
継
承
と
変
容
―
北
宋
詩
経
学
を
中
心
に
据
え

て
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一七
年
、
四
三
─

五
二
頁
）。
ま
た
、
種
村
は
宋
学

で
提
唱
さ
れ
た
先
学
へ
の
疑
問
は
す
で
に
唐
の『
正
義
』
の
中
に
も
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
従
来
言
わ
れ
る
漢
唐
の
学
問
と
宋
代
の
学
問
は
対
極
に

あ
っ
て
断
絶
し
た
も
の
と
い
う
認
識
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う（
同
書
、
五
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二
頁
）。

（
14
）	
成
一
林「
論
北
宋
新
学
学
派
的
名
物
之
学
―
以《
詩
経
》
草
木
研
究
為
例
」

（
河
南
大
学
碩
士
学
位
論
文
、
二
〇
一五
年
）。

（
15
）	

種
村（
前
掲
書
、
四
九
頁
）
も
、
宋
代
の「
螽
斯
」
解
釈
の
新
し
い
動
き
と

し
て
、
博
物
学
的
関
心
の
高
ま
り
を
挙
げ
る
。

（
16
）	

青
木
、
前
掲
書
、
二
一
頁
。

（
17
）	

四
庫
全
書
本
に
拠
っ
た
。

（
18
）	

万
暦
三
十
四
年
序
磊
老
山
房
刊
本（
国
立
公
文
書
館
、経
八
─

十
三
）に
拠
っ

た
。

（
19
）	

李
科「《
詩
経
》
与
本
草
名
物
研
究
関
係
略
論
」（『
医
療
社
会
史
研
究
』

第
二
輯
、
北
京：
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）。
明
代
の
名
物

書
の
博
物
学
的
要
素
に
つ
い
て
は
、
羅
聖
堡「
晩
明《
詩
経
》
名
物
学
草
木

類
之
博
物
学
要
素
─
以
日
本
江
戸
時
期
同
類
著
作
為
参
照
」（『
漢
学
研

究
』
第
四
十
二
巻
第
一
期
、
二
〇
二
四
年
）
が
あ
る
。

（
20
）	

王
孫
涵
之
は
姚
士
麟
校
本
を
現
行
佚
集
本
の
源
流
と
見
る（
王
孫
、
前
掲

論
文
）。

（
21
）	

『
詩
経
』
名
物
書
の
和
刻
本
に
は
徐
鼎『
毛
詩
名
物
図
説
』（
小
野
蘭
山
訓

点
、
文
化
五
年
刊
）
や
許
謙『
詩
集
伝
名
物
鈔
』（
文
化
十
年
刊
、
官
版
）

が
あ
る
。
江
戸
時
代
の『
詩
経
』
名
物
書
に
つ
い
て
は
陳
倢
が
経
学
と
の
関

係
か
ら
包
括
的
に
検
討
し
て
い
る（「
経
学
註
釈
と
博
物
学
の
間
」（
同
編

『
医
学・
科
学・
博
物
―
東
ア
ジ
ア
古
典
籍
の
世
界
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二

〇
年
）。

（
22
）	

楢
村
道
菴
が
い
か
な
る
人
物
か
は
不
明
。

（
23
）	

「
國
史
經
籍
志
曰
、
毛
詩
艸
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻
、
陸
璣
著
。
聞
名
尚
矣
。

我
邦
浪
速
諸
生
楢
村
道
菴
家
有
舊
藏
之
卷
、
書
肆
毛
利
田
氏
新
寫
之
乞

訓
點
于
余
。
余
加
訓
點
付
之
、
以
爲
多
識
於
鳥
獸
艸
木
名
詩
也
。
其
辯

鳥
獸
艸
木
蟲
魚
之
形
状
者
、
璣
之
疏
也
。
以
此
言
之
則
舍
疏
何
以
哉
。

毛
利
田
氏
遂
鏤
梓
流
布
于
世
。」松
下
見
林
に
つ
い
て
は『
先
哲
叢
談
続
篇
』

巻
三
に
伝
記
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
見
林
は
長
崎
に
人
を
や
っ
て
書

物
を
購
入
さ
せ
る
ほ
ど
の
愛
書
家
で
、
十
万
巻
に
近
い
蔵
書
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
。
毛
利
田
の
出
版
活
動
に
つ
い
て
は
羽
生
紀
子「
京
都・
大
坂
出
版

メ
デ
ィ
ア
の
動
向
―
見
林・
益
軒
を
め
ぐ
っ
て
」（『
武
庫
川
国
文
』
第
五

十
四
号
、一
九
九
九
年
）
に
詳
し
い
。

（
24
）	

『
本
草
沿
襲
考
』
は
写
本
の
み
で
、
伝
本
も
多
く
は
な
い
。
東
北
大
学
附

属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
本（
狩
八
─

三
一
九
三
〇
─
二
）
は
貞
享
四
年（
一

六
八
七
）
の
森
中
虚
の
書
写
奥
書
を
存
す
中
虚
自
筆
本
で
あ
り
、
か
つ
中

虚
の
子
孫
で
あ
る
森
立
之
旧
蔵
本
で
あ
る
。『
神
農
本
草
』
か
ら
明
代
の

重
刊『
証
類
本
草
』
に
至
る
ま
で
の
本
草
書
の
流
れ
を
ま
と
め
た
内
容
で
、
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序
文
で『
証
類
本
草
』
の「
本
草
序
例
」
に
基
づ
く
と
述
べ
る
。
伝
本
に
つ

い
て
は
太
田
由
佳「
松
下
見
林
述・
森
中
虚
書『
本
草
沿
襲
考
』
に
つ
い
て
」

（『
近
世
京
都
』
第
三
巻
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
25
）	

拙
稿
②
で
は
、
狩
野
の
筆
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
が
、
そ
の
後
他
本
と

比
較
し
て
も
決
し
が
た
い
た
め
、
ひ
と
ま
ず
書
写
者
不
明
と
し
、
筆
跡
の

主
に
つ
い
て
は
議
論
し
な
い
。

（
26
）	

「
其
鳴
自
呼
」
は
和
刻
本
に
も
、
広
要
本
な
ど
ほ
か
の
版
本
に
も
見
ら
れ

な
い
。
江
村
如
亭
が
参
照
し
た
本
が
そ
う
な
っ
て
い
た
か
、
引
用
の
誤
り

で
あ
ろ
う
。「
其
鳴
自
呼
」
す
な
わ
ち
、
鳴
き
声
が
名
称
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
説
明
は『
山
海
経
』
な
ど
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
例

え
ば『
本
草
綱
目
』巻
第
四
十
七・禽
部「
鵜
鶘
」の
釈
名
に「
案
山
海
經
云
、

沙
水
多
犁
鶘
、
其
名
自
呼
。
後
人
轉
爲
鵜
鶘
耳
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
引
用
と
混
同
し
た
か
。

（
27
）	

水
上
静
夫
に
よ
る
と
、「
梅
」
の
う
ち
中
国
の
諸
文
献
に「
枏（
柟
）」「
楠
」

と
さ
れ
る
樹
木
は
植
物
学
上
日
本
に
は
産
し
な
い
た
め
、所
謂「
ク
ス
ノ
キ
」

の
和
訓
を
当
て
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
古
く
は『
弁
解
』
で
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
と
述
べ
、
牧
野
富
太
郎
が「
な
む
」
と
呼
ぶ
の
を
是
と
す
る（『
中
国

古
代
の
植
物
学
の
研
究
』
角
川
書
店
、一
九
七
七
年
、
四
九
六
頁
）。

（
28
）	

現
行
の『
朱
伝
』
は
出
典
を
明
記
せ
ず
、『
陸
疏
』
と
同
文
を
挙
げ
て
お
り
、

名
物
に
お
い
て『
陸
疏
』
を
踏
襲
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

（
29
）	

現
行
の『
朱
伝
』
は「
其
莖
葉
似
澤
蘭
一。
廣
而
長
節
、節
中
赤
、高
四
五
尺
」

と
す
る
。

（
30
）	

稲
生
若
水『
詩
経
小
識
』
は
巻
八
に
退
類
略
と
題
し
て
古
来
草
木
鳥
獣
の

名
称
と
さ
れ
て
き
た
が
実
際
は
そ
う
で
な
い
名
称
を
収
め
て
お
り
、「
流

離
」
を
こ
の
退
類
略
に
分
類
し
て
い
る
。

（
31
）	

「
𣏌
」
は「
杞
」
の
異
体
字
で
あ
る
。
地
の
文
で
は「
杞
」
を
用
い
、
資
料
の

引
用
は
原
本
の
用
字
に
従
う
。

（
32
）	

広
要
本（
津
逮
秘
書
所
収
）
の
篇
題
下
に
は
小
字
で「
舊
刻
集
于
苞
𣏌
非
」

と
あ
る
。

（
33
）	

伝
本
の
多
く
は
半
紙
本
に
製
本
さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
書

誌
情
報
を
見
る
限
り
、
唐
本
屋
八
郎
兵
衛
本
は
大
本
に
作
る
も
の
が
見

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
大
谷
大
学
附
属
図
書
館（
外
大
八
三
三
）
や
長
野
県

立
大
学
図
書
館（
一二
三
─
二
二
─
一～
四
）
な
ど
。

（
34
）	

巻
二
尾
題
お
よ
び
巻
三
巻
首
題
は「
詩
経
物
類
辨
解
」
と
す
る
。

（
35
）	

唐
本
屋
八
郎
兵
衛
は
、
正
徳
四
年
刊
稲
生
若
水
校
訂『
本
草
綱
目
』
を
刊

行
し
た
版
元
の
一つ
で
あ
り
、
如
亭
の
師
で
あ
る
松
岡
恕
庵
が
著
し
た『
用

薬
須
知
』
も
岡
村
彌
兵
衛
と
の
相
板
で
出
版
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
若
水

や
恕
庵
一門
に
近
い
版
元
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
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（
36
）	

管
見
の
限
り
、
巻
一の
二
十
八・
二
十
九
張
、
巻
二
の
九
至
十
二
張
、
巻
三

の
二
十
五
至
二
十
八
張
、
巻
四
の
九
至
十
二
、
二
十
一
張
、
巻
五
の
五
至
八
、

巻
六
の
九
張
が
補
刻
で
あ
る
。

（
37
）	

陳
捷
、
前
掲
論
文
。

（
38
）	

『
詩
経
小
識
』
の
伝
本
は
拙
稿「
稲
生
若
水
撰『
詩
経
小
識
』
の
伝
本
調
査

（
一）」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十
六
輯
、
二
〇
二
二
年
）「
同（
二
）」（『
斯

道
文
庫
論
集
』
第
五
十
七
輯
、二
〇
二
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。『
詩
経
』

の
名
物
研
究
で
同
時
期
と
思
わ
れ
る
著
作
と
し
て
は
、
松
岡
恕
庵『
詩
経

名
物
考
』（
国
会
、
特
一─
二
〇
九
一）
が
あ
る
が
、
成
立
年
不
明
。
本
書
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
39
）	

松
岡
恕
庵
の『
用
薬
須
知
』
に
は
江
村
毅
庵
の
序
が
付
さ
れ
て
お
り
、
親

交
が
深
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
40
）	

太
田
由
佳『
松
岡
恕
庵
本
草
学
の
研
究
』（
思
文
閣
、
二
〇
一二
年
）。

（
41
）	

太
田
、
前
掲
書
、
二一
頁
。

（
42
）	

太
田
、
前
掲
書
、一五
六
頁
。

（
43
）	

如
亭
撰『
聚
芳
帯
図
左
編
』
の
自
序
に
も「
而
似
知
愛
花
而
非
真
愛
也
。

亦
似
獲
貴
寵
而
非
真
貴
也
。
於
是
乎
人
與
花
共
失
實
。
風
流
社
中
之
一

厄
也
。
故
諷
詠
于
詩
、
佩
紉
于
騒
者
棄
擲
不
顧
邈
焉
。（
中
略
）
秪
欲
辨

其
物
正
其
名
、
使
一
艸
一
木
各
得
其
所
者
有
識
之
不
置
也
。（
中
略
）
而

辨
物
正
名
之
要
精
審
焉（
中
略
）享
保
丁
未
秋
八
月
洛
下
江
村〈
如
圭
〉序
」

と
あ
り
、
同
様
の
姿
勢
が
見
え
る
。
本
書
は
花
卉
類
を
四
季
で
分
類
し
、

漢
籍
を
引
用
し
た
解
説
に
図
を
附
し
た
も
の
。
図
は
郷
友
で
画
家
の
楊

汀
氏
と
そ
の
門
人・
南
畝
に
加
え
て
如
亭
自
身
も
筆
を
執
っ
た
こ
と
が
序

に
記
さ
れ
て
い
る
。
杏
雨
書
屋
の
自
筆
稿
本（
貴
一
九
五
）
を
は
じ
め
、
国

会
図
書
館（
わ
四
九
九
─
一四
、
特
一
─

九
六
一）
や
岩
瀬
文
庫（
二
八
─
五
九
、

図
な
し
）
に
写
本
が
数
件
伝
存
し
て
い
る
。

（
44
）	

太
田
、
前
掲
書
、
二
七
頁
。

（
45
）	

恕
庵
は
特
に『
詩
経
』
を
好
み
、
そ
の
名
物
を
理
解
す
る
た
め
に
若
水
に

入
門
し
た
と
さ
れ
る（
伴
蒿
蹊
撰・
宗
政
五
十
緒
校
注『
近
世
畸
人
伝・
続

近
世
畸
人
伝
』
平
凡
社
、一
九
七
二
年
、
三
一二
頁
）。

（
46
）	

管
見
の
限
り
伝
本
は
国
会
図
書
館
本
の
み
で
あ
る
。
該
本
は
江
戸
後
期

頃
の
写
本
で
巻
首
に「
北
川
博
養
集
／
松
岡
恕
菴
考
」
と
す
る
が
、
北
川

博
養
は
未
詳
。『
小
識
』
や『
弁
解
』
の
よ
う
に
草
木
鳥
獣
に
分
類
す
る
の

で
は
な
く
、『
詩
経
』
の
編
次
に
従
っ
て
そ
の
詩
の
中
に
見
え
る
動
植
物
を

挙
げ
る
配
列
を
と
る
。
陳
捷（
前
掲
論
文
）
は
、
本
書
は
恕
庵
の
弟
子
か

後
人
が
収
録
し
て
一
書
と
成
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
筆
者
も

同
様
に
考
え
る
。
本
書
は
成
書
年
代
が
定
か
で
は
な
い
が
、「
鵜
」
の
条

に「
享
保
六
年
於
京
泗
水
觀
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
以
降
で
あ
ろ
う
。
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た
だ
、
こ
の
一
文
は
末
尾
に
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
写
者
の
経
験
を

記
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
47
）	

遠
藤
正
治「
水
野
皓
山
と
山
本
読
書
室
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
十

巻
第
二
号
、一
九
八
四
年
）。

（
48
）	

岩
瀬
文
庫
本
は
和
半
一
冊
、
淡
縹
色
表
紙（
二
三・
五
×
十
六・
六
糎
）、
左

肩
子
持
枠
題
簽
を
貼
付
し「
江
村
如
圭
採
覽
随
録
」
と
墨
書
、
紫
色
角
裂

あ
り
、
巻
首「
採
覽
随
録
／（
低
九
格
）
平
安　

江
村
如
圭
著
／（
低
十
二

格
）
水
野
廣
業
編
次
／（
低
二
格
）
丙
申　
｛〈
始
自
四
月
念
八
日
終
／
於

十
一
月
十
三
日
〉｝」、
大
字
に
て
品
名
を
掲
げ
、一
格
空
け
て
小
字
双
行
に

て
形
状
や
他
と
の
弁
別
、開
花
時
期
、採
収
時
期
及
び
場
所
な
ど
を
記
し
、

葉
の
形
状
な
ど
を
図
示
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
、
漢
籍
の
引
用
は
漢
文
、

毎
半
葉
六
行
、
毎
行
字
数
不
定
、
字
面
高
さ
約
十
七・
五
糎
、
墨
付
き
六

十
丁
、一
筆（
皓
山
自
筆
と
さ
れ
る
）。
杏
雨
書
屋
本
は
和
半
二
冊
、
淡
縹

色
卍
繋
地
雲
文
空
押
表
紙（
二
三・
〇
×一
六・
四
糎
）、
左
肩
子
持
枠
題
簽

を
貼
付
し「
採
覧
隨
録〈
上（
下
）〉」
と
墨
書
、
淡
黄
色
角
裂
あ
り
、
内
容

は
岩
瀬
本
と
同
じ
、
墨
刷「
讀
書
室
藏
」
罫
紙
、
左
右
双
辺（
十
八・
七
×

十
三・
七
糎
）、
毎
半
葉
十
行
、
毎
行
二
十
字
前
後
、
形
状
な
ど
も
全
て

大
字
一
行
に
書
写
、墨
付
き
第
一冊
六
十
一丁
、第
二
冊
六
十
丁
、一
筆
、「
宍

戸
昌
／
藏
書
記
」
方
形
陰
刻
朱
印
記
あ
り
。

（
49
）	

こ
れ
ら
恕
庵
と
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
は
太
田
が
ま
と
め
て
い
る（
前
掲
書
、

一三
〇
─
一三
一
頁
）。

（
50
）	

享
保
五
年（
一
七
二
〇
）、
恕
庵
と
同
じ
若
水
門
下
の
丹
羽
正
伯
や
野
呂
元

丈
ら
が
幕
命
に
よ
っ
て「
採
薬
使
」
と
し
て
江
戸
か
ら
伊
豆
や
相
模
な
ど

で
採
薬
を
行
っ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
享
保
年
間
は
各
地
の
薬
種・
物

産
の
調
査
研
究
が
た
び
た
び
行
わ
れ
た
。
享
保
七
年（
一
七
二
二
）
に
は
野

呂
元
丈
ら
が
上
野・
越
後・
佐
渡・
越
中・
飛
騨・
越
前・
近
江
を
回
っ
て
採

薬
を
行
っ
て
い
る
。（
磯
野
直
秀『
日
本
博
物
誌
年
表
』
平
凡
社
、
二
〇
三・

二一四
頁
）。

（
51
）	

『
正
誤
』
は
三
田
村
清
三
郎
等
編『
日
本
芸
林
叢
書
』（
第
三
巻
、
六
合
館
、

一
九
二
八
年
）
に
翻
刻
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
解
題
に「
考
証
的
確
遺
憾

な
し
と
謂
ふ
べ
し
。
辨
解
を
繙
く
も
の
は
亦
こ
の
正
誤
を
併
覽
せ
ざ
る
べ

か
ら
ず
」
と
評
す
。
本
稿
で
は
国
会
本
に
拠
っ
た
。
国
会
本
は
和
大
一冊
、

新
補
焦
茶
色
表
紙（
二
五・
〇
×一
七・
四
糎
）、
左
肩
子
持
枠
題
簽
を
貼
付

し「
詩
經
名
物
辨
解
正
誤　

全
」
と
墨
書
、
新
補
副
葉
子
一
張
を
は
さ
み
、

原
表
紙
あ
り（
本
文
共
紙
、
打
付
に
て「
詩
經
名
物
辨
解
正
誤　

全
」
と

墨
書
）。
巻
首「
詩
經
名
物
辨
解
正
誤
／（
底
一
格
）
蘭
山
小
野
先
生
口
授

／（
低
二
格
）
草
部
／
荇　
ア
サ
ヽ
ノ
説
可
也
…
…
」、
無
辺
無
界
、
毎
半

葉
九
行
二
十
字
前
後
、
字
面
高
さ
約
一
九・
〇
糎
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
、
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墨
付
き
五
十
五
張
、
尾
題「
詩
經
名
物
辨
解
正
誤
大
尾
」、
朱
筆
に
て
校

注
あ
り
、「
白
井
／
光
」
方
形
陽
刻
朱
印
記
あ
り
。
こ
の
ほ
か
、
杏
雨
書

屋（
杏
三
六
三
一）
が
あ
る
が
未
見
。

（
52
）	

国
会
本
は
眉
上
に
本
文
同
筆
に
て「
本
書
作
梅
即
柟
」
と
標
注
あ
り
。

（
53
）	

蘭
山
に
は
こ
の
ほ
か
に『
詩
経
名
物
弁
解
紀
聞（
外
題「
詩
経
名
物
弁
解

説
」）』（
杏
雨
書
屋
、
杏
四
一四
七
）
が
あ
り
、
寺
尾
長
節
が
蘭
山
の
七
著

作
を
摘
録
し「
蘭
山
七
種
」
と
題
し
た
叢
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
香
色

表
紙（
二
二・
五
×一
六・
〇
糎
）、
左
肩
打
付
に
て「
蘭
山
七
種　
　

九　

共
九
」、
右
肩
よ
り「
詩
經
名
物
辨
解
説
／
十
品
考
／
耋
筵
小
牘
」
と
墨

書
。
副
葉
子
一
張
、
巻
首「
詩
經
名
物
辨
解
紀
聞
草
木
部
／（
低
二
格
）
草

部
／
荇　

ア
サ
ヾ
／
説
ヨ
シ
總
体
説
ヨ
シ
萍
蓬
ハ
大
ナ
リ
荇
菜
ハ
小
ナ
リ

…
…
」、
第
二
巻
以
降
は
巻
数
あ
り（「
二
巻
草
部
」
等
）、
無
辺
無
界
、
毎

半
葉
十
二
行
三
十
三
字
前
後
、
字
面
高
さ
約
十
九・
五
糎
、
漢
字
仮
名
交

じ
り
文
、
本
文
同
筆
校
注
、
墨
付
き
二
十
七
張
、
末
尾
に
別
筆
に
て「
旧

題
云
文
政
六
癸
未
年
臘
月
／
下
旬
写
」
と
墨
書
。
ま
た
、
杏
雨
書
屋
に

は
著
者
不
明
の『
詩
經
名
物
辨
解
記
聞
』（
杏
二
二
六
七
）
と
題
す
る
一
本

が
蔵
さ
れ
て
お
り
、「
蘭
山
七
種
」
所
収
本
と
同
じ
内
容
を
持
つ
。
さ
ら

に
、文
言
の
違
い
こ
そ
あ
れ『
正
誤
』
と
も
内
容
が
近
い
。
こ
れ
ら
と『
正
誤
』

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
。
ほ
か
、蘭
山
の『
詩
経
』

名
物
書
に
は『
詩
経
産
物
解
』（
国
会
図
書
館
、
特
一─
五
八
二
）
な
ど
が
あ

り
、
こ
れ
ら
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
54
）	

遠
藤
正
治
編『
読
書
室
二
〇
〇
年
史
』（
山
本
読
書
室
、一
九
八
一
年
、
三
─

四
頁
）。

（
55
）	

田
籠
博「
松
江
藩
医
学
校
教
授
山
本
家
の
事
跡
」（『
島
大
言
語
文
化
』
第

六
巻
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。
杏
雨
書
屋
本（
杏
五
二
九
〇
）
は
半
一
冊
、

縹
色
布
目
表
紙（
二
三・
六
×一
六・
四
糎
）、
左
肩
に
紙
箋
を
添
付
し「
詩

經
名
物
辨
解
釋
義　
〈
完
〉」
と
墨
書
、
同
罫
紙
副
葉
子
一
張
、
巻
首「
詩

經
名
物
辨
解
釋
義
／（
低
一
格
）
亡
羊
山
本
先
生
講
述
／（
低
三
格
）
出
雲

藩
簡
齋
山
本
良
臣
徴
聖
録
／（
低
一
格
、
朱
圏
点
）
草
部
／
荇　

此
条
宜

シ
根
ハ
水
底
ニ
ア
リ
葉
ハ
水
上
ニ
浮
フ
故
ニ
水
フ
カ
ケ
レ
／
ハ
…
…
」、
墨
刷

「
雲
藩
茶
梅
園
藏
板
」
罫
紙
、
四
周
単
辺（
十
七・
五
×
十
三・
八
糎
）、
毎

半
葉
十
一
行
、
毎
行
二
十
六
字
前
後
、
版
心
白
口
単
黒
魚
尾
、
漢
字
仮
名

交
じ
り
文
、
不
分
巻
、
墨
付
三
十
四
張
、一
筆
、
和
名
朱
引
、
漢
名
朱
圏

点
あ
り
。

（
56
）	

こ
の
ほ
か
、『
弁
解
』
へ
の
批
評
と
し
て
は
、
小
原
良
直
編・
小
原
桃
洞
鑒

定『
詩
経
名
物
弁
解
正
誤
』七
巻（
闕
巻
五・六
、大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、

石
崎
一八
三・
三
─
六
）
が
あ
る
。
小
原
桃
洞（
一七
四
六
─
一八
二
五
）
は
紀

伊
の
本
草
家
で
、蘭
山
に
本
草
学
を
学
ん
だ
。
良
直
は
そ
の
孫
に
当
た
る
。
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ま
た
、
小
原
桃
洞
に
本
草
学
を
学
ん
だ
畔
田
翠
山（
一七
九
二
─
一八
五
九
）

に
も『
詩
経
名
物
弁
解
紀
聞
』
七
巻（
存
巻
一至
三
、
杏
雨
書
屋
、
貴
一八
一、

自
筆
稿
本
、
南
葵
文
庫
旧
蔵
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め

て
検
討
し
た
い
。

（
57
）	

陳
捷
、
前
掲
論
文
。

［
附
記
］

　

本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
研
究
基
金・
若
手
研
究「
和
漢
名
物
学
関
係
文
献
の

基
礎
的
研
究
―
書
誌
調
査
お
よ
び
解
題
目
録
の
作
成
」（
二
四
Ｋ
一
六
〇
三
八
）

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




